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はじめに

この報告芥は、佐1'!.l¥-i農業甚槃整備事業節の施行に先1"[ち実施した、埋蔵文化財

の確認潤査の結呆をまとめたものです。

本Jし！には先史時代以陥の追跡が多数存在しており、その密度の;:":;さと ill要性は

全国的にも注目されております。

県教育委貝会では、これらの'i't頂な文化財の保渡と良業等を営む方々の生活枯

慇を整備する事業との潤整を図るため、文化財の確認潤査と記録の保存を辿めて

おリます。

今也1、平成 6 年度戻菜基挫整備•)~業等施行予定地区について文化財確認，潤究を

行った結果、太古からf[P時代にわたる各時代の追跡が確認されました。

本.'}の内容を学術沢料として、また屯要な文化財をm民の共有財産として人りJ

に保什:していくための沢料として役立てていただければ幸いです。

..:.の湖査にあたって、文化,,・.m農林部、l阻悶村混地整紺i闊約Ii町村教布委,l..l

会・土地改良担当課並ぴに地元l関係各位の深い御理解と御協力に対し、心からお礼

111し」こげます。

平成 7年 3月31n 

佐買m教育委Ji会

教行長 林田 煎 人



例 言

i. ,t,: .•rは、 1,iw補助を受け•[!成 5 年度に確此潤介を'½施したWT(lしばれ菜基控杓偏•JI菜守に fr-

う文化財ぶIt樟れ＇；．り である。

2. 渕令は市町村教ff委.u会の協）］を得て、佐mし！教什委U会が行った。

3. トレンチの位il1ti<l.心情の-~測、,,.・真船影ば糾nnがfiった．

4. 迅物の'½測 ・ 製図 · flll'i,11作成作菜は、佐t~m文化財諜（神1分 'l>務浙）で行っ た．

・辺物整JI)[,.. ……••••….... ... . ,,,f.~J.! 多11三 ・Illヽ,,ハルミ

・ド1101整理 ・追物芥実測…・・IllII又佐-(-. 江島美恵 (--谷11hu(N・ ・fH-111美・(・

・地図雰製,,,,..................... 三好文・r・

5. 本，•rの執下は 1山の分りしで行った。

I • II. 111-1 -5. IV-17. y ........ ・・・・地応JIil久

Ill-6 ................................................ J11;,i1Jli!l'I[ "(, 

IV-I・z .......................................... 石ほ新次

IV-:l-3 ...... ・...................................太IH 膝

IV-9・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・鵡III桔ニ

IV-J0 ................................................ 1i;i111大介

IV-11・・・・・....................................・・・・・・・堤 安信

IV-12・............................................... ,1111-・ 郎

IV-13・・・............................................. jjijl11逹男

ll'-14・15 .......................................... fり(;t-・f.11

IV-16 ................................................ ,t,III稲男

I V- 18・ ・・・ ・ ・・· •・・・・.........● ● ● ● ・・・...................小松 誼

ll'-19 ................................................ Fflf.~t,li太

IV-20・............................................... f".III坂腔

6. 本，平の編集は砒.;rn,i久が!Iじりした。

7. 本，·~に"'いた方位は、i,;rn,1としてI'll:ば北とし、磁北をIllいた場合はその旨を記した。

8. 挿図小の■は迫惰 ・泣物が確認された試掘滋 口は辺構 ・迅物が帷認でさなかった試揺溝、

ーーーは忠定される辺料の広がI)をポす．
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I. 調査に至る経過

I. 平成 6年度農禦基盤整備事禦等に伴う文化財確認講査

(1) 晨婁基盤整備事彙等に係る協議

I¥! 伐林部とJ¥!文化ぶが昭和53年4Jlに締帖し、昭和59年411 に一部改正した「n~格毬格偏

・Jillに係る判蔵文化J!れの保没にl関するf雀~.,,,a」に碁づいて、 '1'1/x. 5年9Jlに平成6年J支伐菜

J,I; 笠9月紺・I>.?£施行Jh,1りについて'I'菜Jll'",部局から文化財保渡IIじ,.,部局へ協滋が求められた。平

成6年度 i:•J• 地IX:Q> うち踏1t・ 文化I!~僅認品l'tiの対象となった地区は.IH(東部地1,((氏厨Ii・

叩1;(町 ・ 北9及安町 ・ l :•f.町 ・1車1分町 ・三Ill川町 ・T・代Ill町 ・三瀬村 ・粁糾村） 124.91 ... 佐n西

部地区 (fl,:flili・111/,¥ll町 ・多久iii・小城町 ・三11Jl町 ・礼；t町） 230.21111、fl(:rtJt.i部地11!'.(武維

,Ii・ 北）i町 ・ 人•町町 ・ {jll/1町 ・ J.i.{111町 ・ 々i?ffllf) 21.9畑.flr:.l'i北部地区 (!JtJj叫 Ii・1日Hlfl'lf.

札l知町 ・ 浜 f<•町 ・ 厳木町 ・ ヒ 11 1村） 75.0ha. f/,;n上場地区 (l.'fill1li・ぷ海町 ・肥前町 .,.,.ー(・町）

34.8畑の位1・486.8畑である。施n-1:1-ts:はJし州兵政J.. j I・. 場Ll業,)(~tl'II業所・ I!')瑶1りH4i•JI笈J所J祈

管の111・;:t、佐nmn村n,也愁9、,,.、'，所管のl¥l・,,1.,,, 町村所守のL.Jlf,t;営,,,業に区分される。また、

水f澤 IHI発公[,q,祈行の仄後JIIド流111,J<,1>業にfl'う協議（佐!'/,Ii・三Ill川町）もなされた．

(2) 文化財確認講査

協議された.!1:31収lについて現地玲令などの帖呆をもとに検対をけい、迫％の付化が（測され

確認，鴻代が必要と，ばめられた地I>(11とI)について、当改市町村の教if委仕会 ．」：地改£!/tl'"r

諜.ll!i'! 林部. m~ 村&'¼地笠悩/.. jとの第 IfiillJの合IJJI引{;Iii,墳会をm教if委ii会が主催して10

H 1311に開催しな

その1糾議会での合心に従って文化財確認J¥l1i.を1i:u111として稲刈リが終了する10117,1,1から父

の作付けが始まる121]」→りまでのllllに行ったが. I::. 物の状況によってはj歯‘りな時期に潟介を

行った。 廂,ill,→ l:111. は 9互 JIil として、 2X2mの試剃坑を20ndlll隔で~~竺H状に成；:'i£し、埋蔵文化

11,tク）布撫、性格．広が.,などを潤査した。

(3) 開発と文化財保護に係る協議

碓忍J',J1t.のが：果を b とに詳細な迫枕',i./lil~I を作成 した。統比された道跳は、 fir.I!東部地Ii

138.000ot、佐t'(西部地1文93,909吋、佐t!tH部地区130吋. !ti:ti~t部地区. !!.:HJ: 沿地区では迫

跡の(l在は確，認，でさず.,Wl32 .039m'であった。 この結果をもとに関係•I渭m教ff委H会が i:I+:

となって似別協議がIi,,れ、 12!11811に第2Ju1nの介1,;)lllj,l:'l協墳会を1叫1催し、.,,成 6 年度の •JI

菜,li•,f,j と棟戌文化財保，没との1,し終的な,:1/,l~がなされた..:: れによ って、平成 4年J没以11"1節比は月

11. 分、 •1!成 7年）支以降」:•Ji施Jこ分をぶJ!さし、 '['I成6年度 r.・11施 i:分となった迫跨の大部分は11,l{

I: 1: 法など没，II変更によ って辺跨を保aすることとなり、残る61.:102而については·1•成 6年度

に先掘，r.mを実施して記仕保{f.を図ることになった。

- 1-



'1'成 5年度に市町村教打委Jt会が火施した発掘潤1f.(表2)は、平成4年度に同様な池程で

確認調査を実施し、農菜碁粒整備If栗也当部局との協議をへた結果、記i~1:w.で対応すること

となったものである。

II. 調査組織

I. Ill査主体

佐mu教n委Ji会

2. 総括

局長むj.(~ 忠平 J¥I文化財諜長

次長 瀬戸 IりII災 m文化財課・長補佐

3. 庶務

氷松 和久 II!文化課庶務企前係及

濱ff ii'I子 l¥! 文化課庶務企画係

4. 調査

潤代屯任天本洋一 JI!文化財諜指荘係長

潤till 森LFL 孝志 II! 文化財課指~q係

徳布 則久 II!文化財諜指尊係

小松 譲 m文化財課指導係

細 川 金也 II!文化財諜指lll係

川副麻理子 !¥! 文化財課糾査係

,Ii川 祐文 m文化財課渕査係

福m 義 彦 佐n市教'fl委員会

＂り[El 逹 男 佐T(;fj教rt委U全

西ELI 巌佐＂市教打委 H会

角 信一郎 fir.ft市教r-1委H・全

石柏新次，科栖iii教行委H会

5. 調査協力

巾牟m賢ltl l¥! 文化財諜n補佐

梵崎義彦 m文化諜庶務企画係

池田 ・7,m文化課庶務企9叫系

Mil/.J rJt光 ，恥栖市教Y.I委且会

泊jJゑ啓介多久'"教打委u会

原11:1 f~UIJ 武雄iii教fl委tl会

堤 安{;1 T・f-1::lll町教打委u会

太!JI 軽 ,I• 原町教fl委員全

古ti,秀樹小城町教rt委Ji会

水III 稲サ） 三IJ月町教行委U会

藤）I'浩司 肥jjij町教f1委il全

:f.j光宏之 玄海町教行委且会

宮り ・光明 洒有Ill町教f1委n会

佐flifi教fl委且会 守駁村教行委Ii会 相知町教行委n全

!Jr津市教百委.n仝 三瀬村教行委U会 肥前町教Tl委.rt会

秘栖iii教行委i:l会 叩原町教fl委n全 玄海町教行委且会

多久iii教f1委fl会 北茂安町教行委U仝 呼子•町教付委n会

伊ti!llrfi教脊委ll会 I: 峠町教f1委H会 西:fill!町教打委U会
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式!ftlli教ff委il全

川i,i1Jllf教(1委1l会

窪1:町教ff委ii全

神Jが町教fl委H仝

千代Ill町教n委11会

三11 1 /11町教ft~U会

小城町教ft委H会

三nJI町教fl委i¥仝

浜 Ii町教w委且仝

じ1l1H教fl委且会

厳木町教n委Ji仝

）し州 r~政J.jI・. 場哀業水が)・Ji業I祈

)』It!政J,.j伊Ji'l!.I叩叩,,ti所

水W.ir.Uり1発公団筑後川―l泊11:JII水娃改1所

W!, 'i• 部塁林うJi務 所

!.~ 柄ti林）＂務所

武雄農林,JJ務所

鹿島k'¾林111務所

伊）j りばt.f.t: •JC務 l所

1/f!l!l,'l. 松JI務所

各市町H」：地改良Ill.当，｝限

地9じ各1立

6. 111査指導

木―ド良元J,gJ匁踪K学教授

北方町教ii委n会

大町町教行委il会

,{iiり1町教ii委il全

塩Ill町教YI委H会

妍野町教(1委H全

なお、 I・. 峠町人・古木の確,ig,鴻査については、次の方々の指召を受けた。

光谷 f!i・必 奈良I!!、［文化財研究）祈l'P.蔵文化財センター

郎i!i ,.,,, 悌人・阪iii立自然史閉物飽

下1J.1 iE- Jし州K学

西111民雄 Wt, 大学
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表 1 農業基盤整備事業等施行予定地区内文化財確認謂査一覧表 （平成 5年度）

地 区 iii町村名 I ,1, 地 9ヌ 名 所 {f. 地 陣認潟究対象1面積 潤 1i. 結 果 棋当名 勾 ilJ 
ム 柄 ，Ii ,Cl, 柄 北 部 !..~ 栖iii'日豆町 4.4 ,•; 代～ヽ1•11t染沿葬 石ぼ 四H吊遺％

.ci 柄 洒 部 t., 栖,1;:.r.石町 11.7 古代集沼翔 倖1•1 惣楽遺跡

i 
•I• 原町

,,, 
原 北 部 叩点町大r伐r,1 8 •l'IU; 集rli跡 太Ill flijlll/i.l: 遺踪ほか

,, 源南部洒寒水 'i•Jt(町大字fr,i;•;n 16 弥生時代!1,{ii趾 ．硲地 森Ill 西寒水七本IOP追終

,,, 原 m部 石井 "'原町大字lfJ古n II 追跨は確認されなかった 森m
J疇．峠町 上 峠 北 部 I・・峠町人べ祖込 5.5 太jl;木 原Ill・小松 八伐遺跡

千代 Ill町 ;- 代 III HWl•fk祖g原 58 近世集沿翔 堤 本村五本柳遺跡

佐 rt iii 久保泉東部 佐!till久保泉町K字ドれ1泉 0.2 遺跨は暉認されなかった ll•JIII 
久保泉西部 佐l~•li久保泉町J.:.·,,1·..fll泉 5 時期不11)]!1/,硲跨 糾Ill 藤附遺跡

久保泉南部 佐tlili久保泉町・.kTF.fll泉 18 弥'l'J,Nt-平安時代集｛針跡 徳;;,; 下,iu泉一木椎遺躇

金 立 北 部 佐1判i金:ir.•rJ沿：金 :ヽr. 21 古1.n,.~,1:- ,i,僅集沼糀 Jlijfll -1; 唸l反遺跡

金 立 1•i 部 佐Uili金・tr.町>;:;:-T•./li 22 ,,, 世を・1;体とする集fli杭 iiりIll 洒千布 ・友1'i遁躇

兵 I~! 市 部 佐!till兵庫町J.;.・;:瓦町 18 遺跨は罪認されなかった 紺Ill

~ 
兵 庫 洒 部 佐nm兵庫町x;洞・ 藉ノ木・ ド渕 25.2 弥'I:時代這物 角

巨 ~ 佐!lili巨勢町:!-::i=I~珊Ill 20 弥生1.~fl:- 1l'1U浅17/il冴 西Ill 年Ill~遺％

北 )II 品1) 佐Uili~t川 ；1,,., J匹：9斤郷 43 近16:遺物包含肘 徳“
川副町 JII 副 北 部 川副町・人●'t'1trn 15 ll射 天＊
多 久 ,Ii 西 IT.l 多久iii多久町西ノ1'1 8 遺鉢1よ館認されなかった 茄な

洒 ノ 谷 多久ili1fl多久町"多久 4.2 時期不明梨裕鉢 窃塚 洒ノ谷遺％

原

＂ 
多久,Ii」t多久町多久lfi. 3.2 遺鉢は館認されなかった 窃ほ

小城町 小 城 小城町大字l@l 15.1 遺％は硝認されなかった ,';1£ 

= 11 JI町 石 ＊ = 11)1町).:.';;久米 0.6 弥't•.,代!Jli谷跨 iklll .I.: 生A遺跡

,:, .I: Jf 窪 士 北 部 ,:,:1: 町人,'i'!梨忙 9.4 遺杵は籟認されなかった 徳lo

~ 
武雄 m 武 雄 南 部 武雄iii武雄町Jc.'i!;lt秘 19 追％は賄比されなかった i,rm 

イj11/1 町 深 浦 布11/1町人::,:深浦 0.1 ,•,in群 小松 ・地貨 龍壬峠古1n群

ij 
西 1iIll~f rfJ 兄 西lilll町・人:・i'J.:.,1- 6.5 遺肝は館比されなかった 'ii崎
相知町 平 山 上 相知町火や1'-111 1 •.111 I0.4 辺跡は確比されなかった 小松

派 Jc 町 浜 崎 南 部 浜玉町人:·~束111111 8.6 遺翔は館比されなかった 徳,;,;

屯

ぷ海町 布 浦 上 玄海町•人:,;,:m,ri 1 ·. 14 辺％は館認されなかった if光

大 圏 玄海町人:・r,大jij 6.3 遺％は確認されなかった ~j光

肥 1j,j 町 •I• 浦 肥iiり町人．．炉i'i甫 6.3 泣物が数点：IU: した 儀JI'lj.) 
呼 -f・,r 小 /II tb 呼'f・町人字小JIit~ 0.7 迅％は確比されなかった 徳バ
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表2 平成5年度発掘調査遺跡一覧表

市町村名 遺 跡 名 略 .¥'， . 遺 ％ の 所 在 地 泊査面積 潤査主 体者 調査姐当者 遺 跡 の 内 容

牛原前田 遺院 FU M A柄市牛原町字前田 23.20-0m• 石抵 縄文時代～古項時代集落終 ．墓地

I.~ 栖 iii Illi'ii!i教 rt委R会

立 石 遺 "' FT T !¥栖市立石町字新1111・木ノ元 5,00-0m• 陣内 縄文時代ー古代集沼筋

山 ra古 頃群 Y K G 三養甚郡巾原町大字杖原字1h田 3. 700吋 縄文時代遺物包含1i1・中世集面跡

若宮八幡神社遺跨 W H J 三餐碁郡•I•原町大字貨m字籟突 1.100吋 古代～中世集招跡

西寒ホ四本隋遺翔 N y y 三養基郡"'原町大字Jf,!古n字西寒水四＊柳 l.800fff 弥生時代・古代集落翔

中原町 中原町教n委n仝 太lll
西寒水・ヒ本隋遺跨 N N Y 三養甚郡,1,原町大字ff,(も:Ji:因洒寒水七＊柳 1.900m' 弥生時代・中憔集iii翔

係左エ1'11ぶ遺％ MZM  三贅甚郡•I•!仮員「*'因源古:ft'祖系左エl"I塚 1.500m' 縄文時代遺物包含吊・古代集沼跡

石1F-:.t<松遁搾 I IM  三養甚罰I•原町大字rr,i古n字石井ーオ9松 4.800吋 弥生時代～古墳時代集落跡

J: 峠 町 八 藤 遺 跨 Y T 0 三養碁郡上峠町大字迎原 5,560吋 上峠町教'f1委n会 Jf,UJJ・ 小松 太古＊ ・奈良時代集活跡

千ltm町 *Hli. 本柳遺鉢 H y y 神均郡千代Ill町大字現原字五＊柳 500吋 千代田町教'fl委R会 堤 中世ー近世集落抹

ff 

＂ 
遺

＂ 
N O A 佐nm金立町大字金立字fflll 1.338吋 山口 叩阻d敷跡

友 l'l 遺 躇 T B S 佐flili金立町大字千布：t次 J'i 4 .Z89m' 前ru 弥生味代～中世集箔跡

佐 ndi 佐l'iili教n委it会

大洒栓敷遺鯰 0 N Y 佐mlifl.¥島町大字八j1字袋Ill l.200rrl 平安時代～鎌介時代集落跡

/11 
濁 遺 終 F C I 佐Jlili兵f!(•f大字渕 1.590吋 弥生時代巣栢終

三『IH町 土 !J:A 遺終 H BA  小城郡三n月町大字久米字 I:、I, 400叶 三 日月町教訂委ll全 永fll 弥生時代集裕跡

北方 •r 勇猛 Iii遺 鉢 Y M Z 杵.(~l!ll北方町大字大渡 SOOm' 北方町教n委H仝 徳,;,; •I• 世～近1忙藝地

イ「明町 屯 王 峠 古 墳群 ROT  杵!b郡打1引町大字深iifi字よ1'111 740吋 ;(j叫 町 教n委il会 小松 古墳群

梨川内Hliil遺 粉 MUM  I/ti軒Ii梨川内：四輝i 1.500吋 Ill島 旧石召峙代～近世遺物包含射

1/f 1¥,Ii 1/H~ 市教n委H会

技去*Ill中遺％ 1/iiltili技:I;木字111•1• 625吋 仁Ill坂 Ill石St.¥'tt遺物包含吊

- 9~10-



UL 平成 5年度文化財確認調査の内容

1. 佐賀東部地区の講査

似12 佐R求甜地IK周辺地彩図 (J: I00,000) 

l. -~ 栖 Iドen栖北部地区）
2. " en栖洒部地区）
3. ヽ I• IJ;! 町C•l•JG!北部地区）

4. 11 N•&i11>昆這11.l!i寛水）
5. " 1'11W.1ti部地ll-6JM

．
．
．
 

6
7
8
 

J: 峠町（」:峠北部地区）

T・ftfll町（千代nf.J:(i()

東部材*翔臼1Uil4湿I凶

①
②
③
④
⑤
 

牛/,;i1i;1111辺終⑥、t石遺蹄 ⑦ 
叫 11.';lJ't肝⑧
Ti:"IJ¥叩出訊⑨
惰寒材味樗辺H⑩

jlj: ぷ水・ヒ本膚追椿

係たエl"llt這梼
{i/l'--1<松這梼

八杜這跡

本Hit-I<問迫跨
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t '  
(1) 鳥栖市 （鳥栖北部地区、鳥栖西1111地区）

氏栖北部地区（図 3.、I)は、平成6年疫l¥!営I蘭場笠偏平菜に件い確認1;Jl)査を尖施した。

う'"'• . ヽ●●... ふ

渇査は.11栖,r,牛1,r町字Jt-lllllの約4.4h• を)¾象に行った．

"'" ., ,. 
潤1i.-J'I象地区は、 r仙 11系東部の域lh(ば窃•194.3m) lit麗から流ードする安良川が作る谷平野の段丘

1こに立地する．狭Jiな谷部でば硲は52-J25mの水m部であり棚n1の形状を里する．
・つの●

対象地区一岱は、城tit(勝Ii城）を中心とする戦1和1時代の城下町として知られており、対象地区はそ

のうち総情えのJ~IAJに位沢している． 筋,~城は 「北肥戦誌Jによると応水30年 0423)小弐氏によ って

大市府を追われた鉛西探岨和I(義俊によ って築城されたとされ、その後筑紫氏の居城となっており．天

iF.14年 (1586)t~W氏によ って落とされなI&/#.城となったらしい. l•I杏によれば11.1麗に恨,Jヽ屈町が形成

されていることがわかる。平成元年度にl伺楊整偏事業に作って行った山浦新町遺踪の閃究ではこの城下
“ ● つH•● to 

町と息われる遺情を確認している。 勝ll城の支城として錢城-~罷城、鷹取城などがあり牡り）など遺構
島ず、．

のfMf.状況も良好である。また対象地区に隣接して古代以米の古社である四阿屈神社も所r,,する。

潟如t.).(象地区に58カ所のトレンチを設定して行った。

その結槻 15カ所のトレンチで逍楕 ・遺物を硝認した． 確認した遺構としては.:I: 墟 ・ 小i鼻 ・ 1サlj •

小9てなどがあり、上師と ・凡召などが111-1,したが址的には少駄である．

これらの追跡は．館認した遺構 ・遺物からl'!llil/1¥神社。城下町に関述するものとウえられる。

.r.~ 柄西部地区（図5)は、平成 6年度）{I貨lilll場整｛臼1Jll!にrr-い確認潤査を実施した。
たていし . ., 

趾111.は、,.:~ 栖rli立.fj町字fft和の約13畑を対象に行った．
（ 賃人ヽ t:<ぐ•

潤査対象地区は．約栖市北西方に注なる九i・部111系の I♦i縫と，八柄m酉部に所在する所閃111 (113.5 

m)に快まれた1項頃で、器苓tit(734.4m)を水源とする沼川の支流群により形成された谷託平野及

びl,f状地によ って情成されている．四査地は楼硲約45mの水Ill部である．... 
対象地尻は、縄文時II::一弥り；峙Itの遺物散布地としてA¥J知されているffjjlJ遺跡の範l!llにあたり、東に

H いし

隣投する立イi遣翔については平成5年度に（＊杏48)'0、洒に隣接するせ築這％については平成 4年度

に木地区と1司じく顧場整偏11,業にともなって発拙洪査を実施しているが、その結果、両遠％で平安時代

の ぞA

の染柑跡が籟i認されている． まな地l幻りにはJ.~固Ii指定の野添板諄群も所在し．中世の遺構が検出さ

れること＆予想された。

芍該地区の確認X査は、平成 3年度に一灰実純しているが．闊場整ぼl>哭の実施前年度にあたり．迫

跡の範圃を11)1確にするために追加の確認潤査として行った。トレンチを殴定した地区は'1'.に、板碑が所

(f. する地区の/,II迅及び対象地区ili西部の,ti隕についてである。トレンチは24カ所設定した。

その結果、第 1 トレンチで小穴を、第 7 トレンチで,Jヽ穴及びf~)計状沼ち込み、第II トレンチで,Jヽ穴を

鎧認し、また第8・9トレンチで遺物包含肘を箱認した。 Ill土した遺物は土師召杯、須恵岱I{-,w磁片

で. 9トレンチでは鉄i宅も確認している．

,;ilolの潤介と総合してウえると、遺跡はiii北二つの地区に分けられ、この両地区は東西に走る小谷部

- 12-



図 3 .~ 栖北部地区試揺坑陀訳図(I)
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t'A 4 .I.~ 柄北部地区試糾坑配；71M(2) 
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によ って分けられる． 迫ぼ逗物の分布~,度は北l1!l地区のほうが高く．集俗の中心はこちらの地区にな

るものと息われるが、 ,ti部分には 1カ9祈硲まりが什在し..:.1しは塚または古川である可能性 b残ってい

る。

a釦"ヽ
(2) 中原町（中原北部地区、中原隋部地区）

,1源北部地I><<図6)は、平成 6年度l¥¥'i-"(lil場笠錨ill菜に伴い確認況介を尖施した。

温査は．＇！源町 .k'i'笛腐＊語1f1唸 ．；，｝倣 ・存面 ． 沿~ - itノ茶の約 8haを)4象に行った．

コ査,,1141地区は、 '('f!ll山系のうち石谷山 (754.Sm)から11ilこ延びるlil根及び1i:駿先喘部に（立沢する．

し'"寒1]<川の女流が(f-るMJ.il段Ji.と1t!濫）仄からなる楼高約42-48mの11<1ll部である．

" . 
),/象地1名-lt側の11.1 麗部には,.~ノ巣古iar.tなどの群集!JIが知られ．また縄文時(¥':-古項時代の追物改布

地である1前11ua遺跡が所在する.JI(側のfi:F免I:は弥生時代一古!JI時代の遺物散布地・古川詳である石蛤

,,.. "'● C • ••• 

遺杯が9祈化する。 jllj(阻の」i駿には．弥生9寺ft-古l月9寺代の遺物散布地であるff[i:I • 禎松・dll金・鬼塚追

終などが知られており．呪,u;奎のみが残(i-するが群果!JII, (j..(Eしたものと息われる。今回の調査対象

地区の西部/,Tflll遺跡の範VIIに含まれた．

潤査はH象地区に38カ所のトレンチを改定して行った。その結果、ク4SI!地区洒1l!1の段丘」：に設けた

I・3・5・12・13の5本のトレンチで溝・小穴 ・住l.!lを検出した。這物は虹箪岱と兄られる細）ヤが出

I: しな．

,I源市部地区（図7・S)は．平成 6年皮!¥!営圃Jij整偏ill菜に11'い館認潤査を実施した。

濶れは. • I源町人'r'「ふiぷ！の約27畑を対出に行ったが、消楳ふ ． 岩）和の二つの地区に分けて実施し
た．

改企対象地区はいずれも.1'flli11J系の内嘉取山 (403.Sm)南説に広がる洪積台地の市側に所在する。

"'" 洒寒水地lヌ'.Iが,,原町fll洒部の切迅川左/;tに広がる段.rcJ:にあって、この段丘上をfli4tに走る谷状凹

地の水Ill.畑地に立地する。ば;,:;は8.3-16mである．
.. つ●●●

対象地区の切近川を挟んで西債の丘陵は、北部にエ菜団地娃奴によって1悶査が行われた吝名な二松山

追餅群が所在していた丘校で、今回対象となった地ll{の洒傭には洒寒水四木柳遺跡や洒寒水七本開遺跨

といった弥＇じ時代～古 tit時代にかけての迫物散布地が/tl知されており．その一部．斤．陵先端西側につい

ては平成が"度に圃場笠偏11,業に伴って発紺潤究が実施されている。 <*~t;54-5UO 対象地区北傭で
ム々,,,

は船石遺杯 ・ 船1:i1U迫跡など弥生時代の集落 - ~地をりI心とする遺躇が濶究されており。また東llll丘陵
tんじ. . ● .. 鳥

には天神辺跡や；;\ノ後追跡など如Ii時代 · •I • 世の遺物散布地が所在する。

前尽水地区のI悶森は16haの対象地に70カ所のトレンチを設定して行った．その結果、第S・7・JO・

15・20・30・32・35・37・38・39・42・45・53・ 胡 · 6•1 · 70 トレンチでf/11 ・ 小穴 ・ ·1·.l廣 ・ 竪火ft居らし

さ迅情を検出し、第67・邸トレンチで弥'!;:I:岱片を多址に合んだ遺物包含射を確認した。第51トレンチ

では板が弥生」；岱とと bに流れ込んだ状況でIll上しに出土した弥生上芯片のほとんどは巾期に屈する

しのである。
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図6 • l•Jti北部地Ii<'.試拙坑配沿図
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こうした今回の関査結果と平成 5年度に本地区洒債地区で行った確認渕査の結朱から、道％は段丘」こ

の対象地lえのは1.1'全J戌に広がることがわかったが、這粉の中心は.l'i:J父先沿部を小心とした周辺地I'!.にな

るものと息われ、集裕のはか廷地が(j.在する・「能性bある．

Ml'地区は洪偵古地先溢のうち寒水川によって1川析された谷部のうち．寒加II右1;1のば;::;9.15-17.5

mのm.tに細長い水ru部である.)4象地Ii{の洒には東寒水の段丘が、東には石It-の段丘がそJしそれぶ状

にi忙Itに延びている．

対象地区東側のIi:陵 I・.には縄文時ti:ー •I•世の遺物散布地である笑ふ未遺胚や111像塚古川、石井一本松.. ,., 
, •;JJt群が存在する． また．西隕丘駿上には弥生時代一古墳時代の遺物散布地である町iii遺杯が広がって

おり．そのうちI¥!ヽ:t•l• lf.i簑濃学校紐設に係る部分についてPf/柘50-55年に佐!'ii\!教q委u会が発掘潤査

を実範し．如I,時代-~;tn時代の集活％を確認している。 潤允対北地区の ,ti側には、..:の町iii逍％の一

部が含まれていた．

潤査は、 IIhaの対象地区に38カ所のトレンチを設定して行った。その結果．ほとんどのトレンチでは

.JU: 下が砂1'l上射 • 砂層 ・紗環Nで。寒水川による流下堆積物とウえられ、辺構は検出でさなかった．

東寒11<段斤．に近按した部分で一部褐色粘打・f:が確比できたが削平を受けているいのとクえられ生活痕

は認のられなかった．またこの段1"i:に近lf<した部分に改けた 2カ所のトレンチで弥生：t . .G片がり1土した

が、 J糸耗を受けてお＇）、段丘J~からの泣入による bのとつりえ られる．

こうした状祝から"i核地区のはとんどが寒,1<111の氾濫h'.lとウえられ、追蹄の{i-(f.は鉦認でさなかっ

た．
●易..

(l) 上峰町 (..I:.峰北部地区）

＂豪町については．平成 4 年炭県代顧場整衛Ii菜」渾火厖I•に古い巨木が発兒されたため、 I:峠町敦

訂委Ji会がその住格、範1!l1を確認するために内介を実施し、県教行委JI会はその結果等に＇基づき、辺玲

の仕伶~Iこついて検討を行い.m農村R地整偏いと辺跡保什のための潤幣を行った．

なお、 K蜂町教ft委ii会が火紺した精認潤査の結果の慨製は次のとおりである。
...... 人

潟1f.地点は、打恨 LH系の麗U(lil及び飢~Iiiの ill況に発達するほ窃20-35mの更新II!:低位r文.Ji..1:に立地. " する。この斤．絞」；にはlll1i?.,~ •l 1 他の遺翔 CA藉道跡）が存(f. し、平成・元年度から発掘潟在を火施して

さている. 11木含む I~然木群が確認されたのはこの遺跡潟牡面から約3m・r/11部分である。

潟究は6木の試掘坑を改；i!して行った．その結果、阿蘇4火砕流によって攪没した約8Jj年前の森林

である..:とが判明した。地吊については火砕流Iiり後の土/<11,合わせて潟査し、..:の地区における段斤頑i

を構成する各Hの准積・形成日現が復元できたとと bに、 火砕流そのbのの規桟・加:•Iなどや、 火砕流

1iii後の日辺万を知る'i't>ftな沢料を柑ることができた。壇没した柑木には、 f(i径 Imに及ぷ巨木数点が合

まれ、また地及に1llを張った状懇の樹根約10松も確認された。 埋没した森林は．ヒメバラモミを 1,体と

するトウヒ属の樹木を小心に、プナ ・コナラ ・カエデ・シテ類などの広袋樹が謀化するものであること

が分かった． そのばかUぼl••I定．禎物化石 · /t粉化石 · 球米化石や比虫化石の,.. , 定、 'I'怜分析容から:!¥
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図 7 ·~ 原lfl部地区（西火水）試掘坑陀沢洲I)
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図8 巾原南部地区（洒寒水） 試掘坑配沼図(2)
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時の.•.1..1項を復元するための rt漬な沢料を多改lりることがでさた． （本•,1164J(参照）

文献 「佐n平野の阿蘇4火砕iiUとJ'I[没林J~-峰町文化財潤査悧告，,,第II集 1994.3
●,、 g

(4) 千代田町（佐賀東部地区干代田工区）

佐rt東部地区千代Ill工I区（図9)は、平成 6年度II!営圃J,11笠偏11,業に作い確認関介を実施した。·-~ 潟査は、千代lll~l*'f'l.itlft'r' 丘＊柳はかの58畑を対象に行った．
O• • A 

潤11.対象地区［が,,地江川左J;!の沖偵平野で、水Ole!硲は約3.2-3.4m であるが｀集活を •j•心にやや低
... ど9

くなる．この地区の村俗名の犬戒はこの地lie'.にはll::Lていたと伝え られる大飛）しという姦族の名に囚

むと 門 う 。「九州治~L記j によれば永tAl2年 (1569) 大友宗麟が屯辺寺径紺の本拠w沢城を攻めたと

さ．笠後の諸将が神J引郡西嬬の犬党林に布foliしたという..: の犬童林が当地lを内にあり．大和IIとbい

う。近世には1夕m迄主の狩り場とされた。

曰査対象地区のill部の大沢本村集裕を,,,,c.、とした地区は、中世の遺物散布地である本村1i.本隋遺跡と

してJtl知されており、平成 5 年度に隣接した地区の国場竪編に伴いj-f~fll町教fl委Il会が梵掘苫れを尖

施しており、中世ー近litの土漿 ・滋を確比している,(*l'f66JO 

潤査は．対象地区に10<1カ所の試揺坑を設定して行った。なお｀対象地区の一部はクリークに1l1lまれ

たi~状になっており｀この地区については隣接地のこL・・事がIJII始された後クリ ークの水が排水された時点

で~1i.を行った．その結果、 'J:.飛*H集落のクり ークに1!11まれた地厄に設定した．筍8トレンチで近世

の小穴を確認しな周辺については」：物の状況でトレンチが設定できなかった部分もあるが、現瓜岱を

, I• 心とした地区に近Ill:の遺構が広がつているものとゥえられ、中近世閃濠巣俗に関係する遺問と巧えら

れる．
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2. 佐賀西部地区の111査

①
②
③
④
⑤
 

Yflll辺跡
以l'i遺％

人1肋！敷道翔

渕遺％

Iゾl,Ail.lM
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. ,,'""" . り·• ... -
佐賀市 （久保泉東部 ・久保泉西部・久保泉両部・金立北部・金立南部・兵慮南部・兵庫(1) 

酉部・自i • 蜀滋）
久保泉東部地区は、平成6年度Ill営1111場整錨事業に伴い確認詞究を実施した。

しもい~·

潤査は．佐双市久保泉町大字下~)泉の0.18畑を対象に行った．
こ つヽ

潤査対象地区は、行保111南範に広がる洪積台地の1fl側緑辺部にあって、小松川による川kl段

丘の徴Jr.餃先嬬部で標硲6.l-6.Smの位i畑となっている。

対象地区は古項時代及び巾litの遺物散布地として周知されている下和泉一本帷遺跡の範lll11こ
たての

含まれている。対北地区の北酉方の立野遺淋では弥生時代中期と鎌t貼代の集蕗を、また北方

の自石駆遺跡では確認関森で古墳時代前半期の集落がそれぞれ確認されている。

国査は、対象地に3カ所の試掘坑を設定して行った。その結果、遺構・這物は確認できなかっ

た。なお、対象地区の甚本土肘は、表土下に20-40cmのll¥'灰褐色-1:、その下にll'¥'貿褐色土となっ

ていた。

久保泉西部地区は、平成6年度県営圃場整岱事菜1::件い確認潤究を実施した。
とう,.,

悶査は、佐沢市久保泉町大c;-:上和泉叶直,11の If,aを対象に行った。

潤査対象地区は、行保山酎麓の金立山から派生する舌状丘陵地に挟まれた、棚田状をなす楼

硲27-3Jmの水a=I部である。

対象地区内には、縄文時代ー中世の追物散布地として9月知されている藤附迫跡が含まれる．
鷹●● ● ,.,, ...  

対象地に近接して、久保泉丸山遺跡や昭和42年に佐双大学により発掘潤査が行われたIll王111古

項、北束200mには古t即時代の品落 ・古墳群が的査された洒原遺跡｀北西200mには古項群の潤

介が行われた藤附遺跡が存在する．

調査は、対象地区に 7カ所の試拙坑を設定して行った。その結果、第 lトレンチで時期不明

の小穴 • 土痰を確認した。その他の トレンチでは遺構 ・遺物ともに確認でさなかった。

久保泉南部地区（図 II) は、平成 6 · 7 年度ll!"i-~I配

潤査は、佐R市久保泉町大字下和泉字一本椎 ・ニ本椎の18畑を対象に行った。

渕究対象地は．脊松山地面麓部に形成された介流届状地の扇溢部が沖積部に潜り込む付近に

当たる。E視的に兄ると、 巨勢川束1;1の段丘面」？．にあたるが．段丘面」こにも巨勢JII下流方1付に

向かう小河川や小谷状部が存在する。今回対象になった地区は、揉窃4.4-6.4mの水Ill部で所々

に比祁差 Im程の困iれが存在する．

今fiil潤査対象となった地区の如用には、弥生時代、古頃時代、 •I• 世の道物散が地である下和

● < C.ヽ '"だ
泉—•本椎道踏が、洒開には弥生時代の薬師丸Jj_水柳迫蒻 •I•世の園IFI迫跡が存在することが周

知されていた。 ド和泉一本椎追蹄；ltllllでは農菜碁益整は事業に伴い、佐双市教行委且会によ っ

て発掘潤究が実施されている。

,),',J:ti. は、対象地区に57カ所の試掘坑を設定して行った。その結染、 No.2・3・4・5・9・

-24-
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II・14・16・18・20・21・22・29・31・32・33・38・39・40・41・42・44・45・46・47・50・ 

51・55・57トレンチで溝、 上桜、小穴を確認した。遺構は現在の茄fJを中心とするが、 一部そ

の周辺にも広がっている。地区西ガ部分については微硲地上に広範ID1に迫蹄がLが っているも

のと息われる。 出」こ した追物は弥生•I•期土沿、古項時代後期を中心と する上師岱 ・須患硲、平

安時代後期を中心とする北師沿・瓦恐などがある。

以 I・.のことから今Iii!対ぬとなった地区には、地区中央を m~tに浅い谷状地形が走り、その両

岸を中心に．弥生時代～平安 ・鎌fr時代の集硲が広がっているものと推定できる。

金立北部地区（図12)は、平成6年度I¥¥営椅l場整錨,i,業にIf-い蹄認曲査を尖施した．

潤査は、佐nm金立町大字金立の21いを対象に行った。

濶究対象地は．佐買市北丙部、行扱111系1令i説の洪栢台地」こにあって．丘陵部と氾濫If,(が交互

に形成されている地区の標窃l4-20m付近の水Ill部にあたる．
"●んやげる

潤査対象地区は、縄文時代～巾椛の遺物散布地である若ぶ原迅跨の範開に含まれており、ま
だ・にヽ び わ ば贔 ●● ・ヽで

た地区間辺での武l杏 としては．束方の大El這踪では奈良時代の集紺 1印束の梵琶厭 ・赤J臼手辺
•• 

跡で弥生時代ー奈良時代の集沼、m方の野ll」泣跡で鎌介時代の集祁が確認されるなど、遺跡が

密集する地区である．

郎11i:は対ぬ地区に68カ所の試掘坑を設定して行った。その結果．第44・45・55-58・60・63・

64トレンチで溝 ・小穴 .J: 城 ・竪火住ll状浴ち込みが検出できた．これらの追構は4群のまと

まりに分けることができる。追構を確認した試掘坑からは、古項時代 ・奈良時代のHI忠沿 .:I: 

師岱J~. 中世」：帥硲｝わが出土 した。これらの結果から対象地区IAJに. ,, 渭1時代-•l•llf:の集落を

-ti本とする遺蹄の{j.tf.が想定できる。

金立m部地区（図13)は、ギ成6年9支限滋圃楊整(!.111業に作い確認ぶl査を実施した。
" , 

関査は、 f1r.rt市金、`r.町大字千布の22畑を対象に行った。

岡如・I象地は、守扱rfJ系南説に広がる洪積台地ない し合流扇状）也紐辺付近に広がるば祁Sm

程度の平坦な水Ill部に立地する。地区の所々に削平を免れた窃畑が点在している． .... 
対ぬ地の大部分は、弥'l,時代ー111・111:の迅物散布地としてIM知されている洒T-.(J;追跡、友）1辺

跡の範l用に含まれておりまた対象地区JM辺での発掘問代の事例は比餃的多い・対象地北償約

400mには弥生時代前期末-•I•期の哀粕淡群が確認された束千布遺跡｀」t束400mには古t.n時It
.. ビ●

1前半頃の秘裕が館認された久1:1;辺跡、酉200mには弥生時代,,,期と鎌和1寺代の集硲が確認でさた

T・布二*!.I.I木追跡が、南西150mか ら今 ,~,対象地区に按する地破にまたがって室町時代の集沿・

屈館の潤査が行われた友 l~追跡が所在する。また地区の西(JIりを走るm追fief!・)II久保線の確認

潤究でb退構が確認できている。

泊究は、対象地区の水路 ・ 迅路予定地を •I心に51カ所の試揺坑を設定して行った。 その結果、

対象地区南側を中心に中11tを中心とする集硲が確認された。検出された追構は溝 ・小穴 .j場『
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図12 金立北部地区試湿坑配沢図
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状落ち込みなどで、その検/I',状況から人きく 3群に分けられ、 /J',Iぶ．迫物は上に•I渭；の上師岱が

中心であるが第 I-4・14・15・19-21トレンチでは奈良時代の!Ci忠硲 .J: 師器も出上した。

これらの迅1/11は洪積台地（低位段．丘1tfi)がIll面に埋没しな届状地の中洲に立地するいのとそ

えられる．

兵J,Jl南部地区は、平成 6年9虻干fli地等農地整錨71•業に伴って確認潤査を実施した。

和介は、佐!Hi兵庫II「大況茫計(/)[$地を対象に行った。

潟査対象地は、佐fl,Ii街東部に位沢する歴窃:l.5-4.0m程度のlllll場で書巨勢川と中地江川に

挟まれた地区である。

対象地区内には．弥'E~寺代の道物散布地である殿野遺跡が含まれている．対象地の市部では

農知基嘘整饂I•菜に作って、糸角苔辺踪の調査が数次にわたって行われており、弥生時代や奈

良時代の集箔の広がり．その在り方が解明されつつある。また対体地区Ji.i.i!lには中世の閃濠集

落が点在している。

潟在は、月象地区の水路 ・道路 f定地を小心に33カ所の試掘坑をよ定して行った。その結米、

迫構 ・這物は全く随認できなかった。

兵w西部地1又は、平成 6年1妥農地辺元沢源利活用 •11菜に件って確認潤究を実施した．
ふも ふじ • しもぷる

~;tiは、 {£!,iii兵庫町大字渕 · 藉の木 ・下i月の25畑を対象に行った。

鴻査対象地は、 {trt市街の北東部に位沢し、巨勢）JI左/j!の揉窃3mはどの低平なtl<ffl部に 、r.
地する。対象地区内及び周辺にはクリークが縦横に注っている。

対象地区内には,.~知の埋蔵文化財包蔵地は存在しないが、対ぬ地lil:ff.l.i!lにはいくつかの辺％

が点{Eしている。東）iの渕遺跡は平成 4年度の確認潤究で発兄された迫跡で平成 5年度に1fi揺

渕令を尖施しておりし弥生時代•l•期の遺構が確認されている。そのはか、地区東側に隣接して
a'-"H 

中世の小太郎）L館跡（性格不明）、内方に弥生昨代と中世の迫物散が地である洒•l•ff迫跡があり、

また南方の・r:村遺跡では平成5年度の潤介で平安時代から鎌介時代の集裕が確認されている。

謂11.は水路千定地を中心に64カ所の試掘坑を設定して行った。その結果. I力所のトレンチ

で1 H下20anの貿灰色の地山に!!.¥色及び思色土に地山プロ ックが浪人したJ見I:.の」湯名状裕ち込

みを硝比した。追物は土師岱小）tのみで、周辺の トレンチからは遺構は確比できなかった。こ

のほかの数力所のトレンチで、弥生上沿 ・土師沿 .!!.\色七~)ヤがII\七した。

巨勢地区（図14 ·15) は、平成 6 年度干fli地等農地整｛羅事菜に伴って確幽渇究を'¼施した。
し● りた

的1/.は、佐n市II勢町大字修理UIの20hnを対象に行った。

潤査）“象地は、佐Tl市街地の東部に位Ill.する楼硲3.0-3.5mの低平な1/<111部で、周辺にはク

リークが縦横に注っている。

対象地区内にJ月知の理蔵文化財包蔵地は＃在しなかったが、近接した地区に数次にわたる芯

査で弥't時代後期を中心とした集浴が確認された牟111'1.f追跡が存イ（し、当該地l刃内にも遺跡の
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図14 n~ 地lえ試保坑配iJ'Wl(l)
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図15 巨防地区試拙坑配沢閃(2)
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広がりが確認できる可能性があった。

渕究は1)<翔予定地を,,,心に29カ所の試掘坑を設定して行った。その結果、牟UJ寄迫肱に隣接

した地税の2地点 8カ所のトレンチで追構の存在を確競した。確認できた迫構は」．．濱、小穴、

溝宮で、北西部に位花iする第 1地点では弥I.にI:岱が出土することからi:に弥生時代を小心とし

た追構、北東部の第2地点では土師苫がIll土することから主に中世の道構とゥえられる。第 1

地点のJ/,J辺には弥生時代後期の追物を大点に含む遺物包含附が存在し、またヽt地から木製品が

.(-i在するnf能性もif:iい。

北川jj1J地区は、平成 6年度干拓JI!!.~農地整偏事業に作って確認潤査を実施した。
し人ごう

製査は、佐H市北川i卯lj町大字新郷の43畑を対象に行った。
u,. , 

渕査対象地は、佐双市街地南部、 A[EJ江火岸の歴窃約 2mの平Jl!な水Ill部に立地する。・..
当該地区内に,:J知の埋蔵文化財包蔵地は存在しないが、地区南方の川副町西内里．、東iii里集

沿を中心と した地戌に•I•龍の遺物散布地、近枇以が知られている。この南里には行基の開611と
ムたいじ

伝える1灰和IJ不退寺が所在し、 中 世には川品l)~fに入ることから当該対象地も川品1)荘のうちと考
えられる。北西のAlllmは八IH江沿いの街村をなし＂近 llt船r1き場があった．

潤査は水j/','f・定地を中心に89カ所の試掘坑を設定して行った．その結米、下武集裕に隣接し

た地区で不定形の硲ち込みを確品し、近世末の油磁沿Jヤ多数が//¥.!:したはか、旧クリーク跡を

硝認した。なお．地区酉部のクリークに1fljまれた島状地は通称「今村屈敷」と呼ばれており、

近,~:以砕の紐物跨が{i.在する可能性がある．
かbそ^

(2) 川副町（川副北部地区）

川副北部地区は、平成 6年J父干拓地等農地競偏,,,菜にけい確認調究を実施した．

"A' 岡究は、川副町大字iU里オ凍iii且 ・ 洒 fll媒の1 5畑を,~象に行った。

温査対象地は．佐n市街地）♦,jj、佐ti平野南部のほ硲約2.0-2.Smの低平な沖積部に立地す

る．

対象地の,ii側には、 1り知のjllj南里辺蹄束H屯迫跡が1如7.1しておリ、中・Ill:の集浴跨・ 館跡と
し<>A

されているが実態は不ll)lである。なお、 )4象地の市約2.5kmの地点には饂江迫跡があり,,,世の土

訓湛 ・瓦沿 ・輸入枷磁器がll'o:I:している。

潤査は水路子定地 ・芯;1;i部分に39カ所の試掘坑を設定して行った。その結米、滋構は全く確

認できなかった。特に地区東側の沿;1M;1rえんしゅ うぐら」の地名が残っていたが、いくらか

整地したlJ迅蹄は，認められたものの、明確な迫構は確認できていない。追物としては、西j相里集

i~ のiり側に設けたトレンチより近flt・の磁岱（碗・ 大Jill)が/.!Ltしたが流れ込みによるものと

息われる。

なお亀平成 5年度」:11, 地区内の束,ti毘集落に所在する八栢宮神社の南側約200mの地点の幹線

水路掘削中に必：tド約2.5mの地点から約1.2mの財．さで数百mにわたってマガキ ・スミノエガ
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キを・t:としたIし州が堆積している状況が確訟できた。このカキの中には大きさ40cm近くあるも

の bあり、何らかの原因で窄息死したものと、思われる。 .:.の貝肘の時期は利り1であるが、峰角
にし;4

西分貝塚等で：J',I: するカキ殻と'"'様の大きさを;/.jするもので、 注なされてよい。
た ＜

(3) 多久市（西原地区 ・西ノ谷地区・原口地区）

IJtiJJ;Ol!!.l't. は．平成 6 年度•f• 111m1地桟農村が；性化総合整備11>:業にft-い確認渕査を実施した。
にL Uヽ

潤査は．多久市多久町西ハ点の8畑を対象に行った。

"" uo 
対象地l叉は、 ,ti多久町,ti部の鬼の如11から北西に派生する丘陵稜の料に位i?lし、地区北側は

凍洒に流れが1・・津川に向かって傾斜している。水田ほ祁は約40-52mである。

潤究対象地区の洒(1!11には、縄文時代～弥生時代の迫物改布地である西ノJf,i遺跡が．対象地区

"じ4. " の1ti側には近世初碩陶岱占窯であるr~f人古J~窓蹄が所在する。

潟査は対象地区に42カ所の試掘坑をよ定して行った。その結果、小穴 2個を除き、明確な迅

構は確認できず、またほとんどの トレンチよりサヌカイト片、 中央付近のトレンチより 中世以

悴(/)t.r.tli匹・陶磁岱片が20点はど出I:したが、流れ込みのよるものか、以ilりの農地改良による

削平により失われた遺跡に伴うものと思われる．

"' たに
西ノ谷地区（図16) は` ‘杓u年度Jl!lll独小規校」．：地改良1)(菜に伴い雑認関査を実施した．

濁査は多久,liili多久町大字下多久の4.2haを対象に行った。
,. . .. ,, 

潤杏．月象地は、 ,ti多久町のほぼ中央に位；Rする梢fflltと牛ilt川に挟まれたほ硲約12mの低地

水Illで、 1料It川に沿い取方にゆるやかに領斜する。
むたベ

対象地の5-00mほどjfj}iの桐野山の裾部には牟田辺古項群が、またその付近には弥生時代巣落

及び秘地として知られるか,m辺迫蹄が所在する。

潤査は、対象地区に22カ所の試揺坑を設けて実施した。その結米、 NnJS・16トレンチでそれ

ぞれm状迫情及び,Jヽ 穴を確認した。溝状遺溝はいずれ !,1t.i北方曲に走っていた。滋物としては

Nn 15トレンチで土器 4点、 Nn20トレンチで磁沿を含め20点はどの上沿が出土した。 15トレンチ

のJ.:店のうち 1 点は縄文時代晩期頃の浅鉢とゥえられる。その他の滋物は•1•1!t~(のものであろ

う。この追1/11が確比できた地点はJ/.JITTIの水IIIより一段必くなっており、遺溝が残存するのはこ

の2枚の水Illに限られるのではないかと芍えられる。

原 IJ地区は、平成 5年度祈R村地域定住促追対策lJ>業に係る圃場般備に伴い確認．鴻究を・必施

した。

た' ~~
,11.J査は多久1阻t多久町多久原の3.2畑を対みに行った．

てん.. 、9● で

渕究対象地は、天111より派生する111稜群に挟まれた地区で、今II',川沿いに東へ下がるほ硲約

50mの水lり部である。
あい うし

対象地北東の1で．陵群谷部では16碁の古m群が碓認されている相の浦古墳群が、求方の丘陵末
ペヽ•< ,, 

沿には三累閃式柄頭を始め多 くの副葬品がIll土した大工Ill古れ群が存在する．
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岡介は対象地区に23カ所の試揺坑を設定して行った。その結果｀遺構 ・迫物といこ碩i認でき

なかった。確認i貰在の土M等の観察から当該地区は今111川の氾濫9点にあたるものと名えられる．

(4) 小城町 （小城地区）

小域地区は、中山IIIJ地域農村活性化総合整漏11i業に伴い確認潤査を実施したbので、対象地.. . . .... 
区はさらに/fl.RH区と大ほ工区に分かれる。

、,. ,,, バも

/MIi工区は,Jヽ城町＊字松尾·;:JJ~ lll、人塚工区は大字む蔵字大塚に所在し｀ 対象面栢はそれぞ

れ11.3ha、3.8畑である．
ぷ ぶん •ヽ.,11~mこ[区は小城町の中心部の北東に位沼しており、祇園川の支流清水川に よ って形成された

谷駁平野の川両/j!にわたって広がつており、現状は水Ill及びミカン園となっている。様窃は
た9

70-llOmである。対み地区には灼；tJ: 時代～古項時代・中世の遺物散布地である滝迅跨の一部が

含まれ、また地区に近接してi¥'1水古項群が所在する。

原1:11工区の瀾査は、対象地区に93カ所の試掘坑を設定して行った。その結果、遺構・迫物と

もに確認できなかった。

人塚工区は、原IJ.I工区と同じく小城町中心部の北東のtlJIIU地）点に位切しており 、天Ill山系か

ら派'I,する丘陵群の東斜面一滞の,t<m. ミカン[!((で、昂硲は約40-80mである。対＆地区の北

測には大塚古項が1/,j知されている。

大塚工区の潤査は、対象地Iii:に50カ所の試揺坑を設けて行った。その結果本地区において b

遺情 ・迅物ともに確認でさなかった。... ,, , ..' 
(S) 三 8月町 （石木地区）

,f-j木地区（図17) は ． 水Ill営1，~括性化排水対策特別11i業に伴い確認潟究を実施した。
く● U ぶ

渕究は、 三11月町大字久米字土生の東西215mの水路を対象に行った。

対象地は．天1J1山系から沿成谷を経て流れ Fる祇1乱川が形成する扇状地の届溢付近にあたっ

ており、 4累窃約7mである。）｛象地区の東側に接して史％じI滋t跡がfi(fliしており、当該地区

にb土生滋跡の広がりが十分・{・忠されたため漑代は注慈して行うようにしたが．視況が農道で

あるため、・団がこやや制約があった。

澗査は対象地区に.i.3X5mを基本とする11本の試批坑を設定して行った。その結果.No. I 

-4トレンチでは地表下約1.5-2 mで弥生•I•期I.:岱・木）ヤ ・梢物迫体を多く含む迫物包含附が

確認できたがそれ以外の辺構は確認できなかった。No.5トレンチでは地表←ド1.6mで1釜10-30

cmの弥生土器lヤを含む,Jヽ火を、No.6トレンチでは-J.2mで函ち込みを．巡7トレンチでは一1.0

mで：I渇賣状辺構 ・溝状辺揖 ・小穴を.No.8・9トレンチでは厚さl5-20cmの迫物包含附を、 No.

IIトレンチで上漿・小穴等を確認した。 No.11トレ ンチは後11tの掘削を受けており．地表・ト・1.6m

までj1i,')・ドげたが滋構 ・這物は確認できなかった． 迫物としては弥生中期jj;j'f-の・I'.店のほか、

加工＊材笞がある..:. のよう に"¥該地区にも l:'1,追跡の広がりが確認できた。
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図16 i"iノ谷地区試揖坑配沢図
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・-」し色

.... 
図17 石木地区試拙坑配沢図

,. じ

(6) 富士町（富士北部地区）

)l.:l: 北部地区は平成 6 年度中山1111地械農村活性化総合整備'~業に伴い、確認潤査を実施した。

岡査は、バ士町大字纂笙針ぷの2.1畑を対象に行った．

詞究対象地区は．守似1J11l1・嘉瀬川上流部にあって、天山の方から北に流れる栗並川が作る

IUI析谷の河1;1段丘上にあたる。やや綬やかな傾斜をもつ水m部である。対象地区下流側の栗並

川と嘉瀬川が合泊する地点付近には縄文時代の追物散布地である九Jlll遺枕が知られているほか

は、周辺にJM知の埋蔵文化財包蔵地は存在しない。

岡究は対象地区に23カ所の試揺坑を設けて行ったが、表土中に若干の近lit近代の由磁器片を

含む以外、迅構 ・遺物は確認できなかった。
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3. 佐賀南部地区の調査

図18 I代11,ti部地区J/,1辺地影閃 (I: 100.000) 

l. ., 雄市（ヽ t雄・,り卸地区） 2 .. /j囀1町 (i'!i涌地Ii) ① !1J!.li1IJ遺跨 ② 孤E•~古1ncJ

た"駁

(1) 武雌市 （武雄南部地区）

武雄南部地区は、 ,p.成 6年度1し!1-";lilll場整iヽヤIi菜に伴い、確認潤究を実施した．
.. し9

潟布は．武雄iii武雄町大字水島の191u,を対象に行った。

関査対象地は、武雄盆地内•I•央西寄りの低平な水Lil部に位ばする。 ~i団は3.9-5.0m である。

対象地内にJ/,1知の埋蔵文化財包蔵地は{i-在しないが、洒に隣校して{i-在する独立丘陵には、...、
中世の城跨や弥生時代→国時代の項廷として知られる ,~11 1遺路が所在するなど、この地破に

点在する独ヽ・r.1i:陵群を中心にして幾つかの遺跡 • 項硲が知られている。

潤介は、)~象地lヌに25カ所の試船坑を設定して行った。その結呆、迅構 ・遺物ともに碓認で

さなかった,:JH:下は綬い潟・I:状の9胡'ti:であり、比較的近い時期まで湿地状を混していたの

ではないかと息われる。
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ぁ9あ"

(2) 有明町（深浦地区）
ふか,.,
深浦地区（図19)は、、Jt成 6年疫（一部5年度分を含む）農村総合整偏モテル111菜,{:jl!IJ地1を

集落迅改良11i菜に作い確認潤究を実施した。

苫査は、布川町•大字深浦の」ヌJ(予定延長180m を対象に行った。
＇ し』

J,\J査対象地は、杵島IIJ系からi¼.i東部に伸びる丘陵先沿付近にあたリ、歴硲約30mの南1,,1 きの

緩斜面で、眼←ドには布ll/J海を望むことができる。.. , 鮎...
糾令対象地の束側に位；r1する丘陵上には名名な龍・r:崎古項群が位設し、また北洒約300mの

.,,,~,, .. , ● ,,,. 

Ii: 陵上には大型石室を11する径約200mのJLJJt¥である鬼塚が所在する。当該地区い龍王峠古JJ't

群として財知されており、今mu:,11対象となる地区にい委石以下のみ残存する横穴式1社i,を主

体とする 3基の古頃の1-f在が現地で確認できた．

渕1i.は、現状で確認でさるもの以外の，•;tttゃ包含恥の11撫、及び現状でI.'.\耀石の散布が認め

られる地区東側の平坦地区の辺跡の有燕を関ぺるために 7カ所の試掘坑を設定して行った。そ

の結果．」；記古巾以外ではNn2トレンチで近世以砕の：I:淡1基を確比したほかは迅構は比めら

れなかった．また遺物としてはヽInIトレンチで須忠器J「2点、 Nn2トレンチで土痰より磁苫小

片1点、 Nn3トレンチで現代の瓦、 Nn7トレンチで3号項にft-うものと．思われる須忠器）'r8点

が/l',J:した。なお.Nn5・6地点付近にも大石の露弧が兄られ．古項である可能性を巧えてト

レンチを設定したが、渕査帖呆からは古項とは認められなかった。

以上の詞査結果から、今阿I事対象となる地区に古JJ't3碁のイi在が明らかとなり．こうした

分イfi~J:;i凡からこの近くには多政の古項が存(F. していたことが乃え られるが、対象地区に隣接し

た硲地などによりかなり壊滅している可能性が十分クえられる。（＊秤84.l'O

A
 

●慮

1"1m 

図19 深浦地,.. 試拙坑配；71till 
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4. 佐賀北部地区の謂査

図20 佐ty北部地f,(J/,1辺地形図 (I: 100,000) 

I.,, 釘;11 1•r (I~ 兄地,,., 2. m~, 貫IC'!り11l:J也1-L.) 3. 沢旧「（浜~,ti郎地Ii.>
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""●り た くにあ

(I) 西有田町 （国見地区）

困兄地区は、平成6年l.il:l¥!岱11<&1況般偏平菜にfr-い確認湖介を実施した。

潤査は、酉布田町大*大木字岳の約0.6畑を対象に行った。

潤査対象地区は、国兄11J系束側の項上付近に形成された襟硲約498mのやや平JIJ.なIll林で、そ

の地区の11!1地を利川してため池が作られている．.. ~ 

対象地区内には、このため池の名前を冠した桑々Ill(:f;buffl)溜池追跡 (Ill石岱時代遺物散

布地）が知られており、また地区北側の平坦部分には焚糸自湘池遺1,/f(純文時代這物散布地）

·••<.J 
が、南側には岩-~..岩9糾辺跡（縄文時代迫物散布地）が知られていた。

潤査は対象地に 4ケ所の試掘坑を設定して行った。その結米、迫構 ・遺物ともに確認できな

かった。
“う. .. や重●み

(2) 相知町（平山上地区）

平1l1上地区は｀平成6年度中山IIU地牧AHi舌性化総合整≪,riti業にrr-ぃ確認潤査を尖施した。

潤査は相知町平LIJ上の10.3畑を対象に行った．.. .. 
潤介対象地は、八幡岳の北麓、平1J1川 とその支流によ って形成された谷庇水田地影の地区で

,ヽ.,.と

ある。潟査対象地区内には中椛の追物散布地である岩本遺跡が、また対象地区に隣校して近世
.~ たに

沿器窓である濾の谷窯跡が存在する。この平111川沿いには他に縄文時代の追物散布地であるIf.
ぺた にしたに 益かじ
部m辺跨 ・西谷滋跡 ..x.,il寺迫跡などが知られていた．

潤査は対象地区に87カ所の試掘坑を設定して行った。その結呆、辺構は全く確認できず.,,, 

11 1川により iじi~点となっている状況が観察できた。なお、濾の谷窓跡本体は1濁査対象地区外の

ミカン園による段々畑のiiHhilこ窯床の被熱部が確認でき、周辺にはトンバイ ・トチンや陶若,Jヽ

片の散布が兄られた．物J点のイ+在は確認できなかったが．近くに地元で「屈敷跡Jと呼ぷ平地・

石垣があり亀 F江工の屈敷である可能性がある。
”霊と重

(3) 浜王町（浜崎南部地区）
“重.. 
浜崎南部地区は平成6年度（一部7年度J:;r,分が含まれる） 1111111111地墳農村話性化総合整備

ぶ業に伴い確認脱査を実施した。

”●'" 鯰広.,,だ
潤査は、 3地区の躍れた個所を対象に行ったが、いずれも浜玉町大字東山Ill字大原fl)に所“

する。対象地のうち園場整偏エが8.6畑 (6-I工区 ・7-1工区）、農;nエが1,276mである．
た拿し●

これらの地区は、脊採山地を洒液する：f,.約川（こよ って形成された凶状地の1紺爾に広がる紐や
ょこた

かな台地状丘陵部のうち、横田川が1叫l析する谷部及び谷に向かって伸びるliJが部問辺に位沢す

る．

6 - 1 エ区は、縄文時代及びr~ jltの遺物散布地と してJt!知されている大原ru逍跡の範1!11に含ま

れている.4t'! 硲約55-SOmの」：面が絞やかな舌状＂ ：陵をな しており、棚IUI・ 畑として利HIされ

ている。この地区は近代以粋に区両整i'Rが行われている bのと．思われるが、現状でもfi:陵上を
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走る小谷部などを認めることができた。

関1i.は対象地に、 46カ所の試掘坑を設定して行った。その結果、文4象地区中央に設けたトレ

ンチの判 I:よ•). ! 闊 ・ ~I片が数点/J.\:1:したが｀それを包含する肘は原府ではなく区

画笠理時に攪乱を受けている bのと認定できた。おそ らくこのエ車自体がそれはど人・規1及なも

のでなく、比較(11)まとま って這物が出土したこの付近を中心に付在した包含府が掘削され.I免

乱した 1,11)であろう。また対象地区北偶を西に向かって走る小谷部の一角に設けられた石坦に

窓~tr;が便Ill されていたため．この地点問辺に比較的大きめのトレンチを設定したが．惣~~

の存在は確認できなかった。地元の話によると、太平罰限(f,j((後の短期間に地元の人が火11'1し

磁等を焼いていたとのことで、それに伴うものと推定される。

7 -l .Iii. は、横Ill川沿いの11:1,::j約40mの水田部である。この谷庇水田のド流部で平地を舵す

る形で突さ/1¥tこ丘陵上には1月知の道跡として袈裟九城跡が存在する。江戸時代に仔された 「iJt

津拾風土記Jによると、松浦大明神大宮可袈裟九式部大輔藤原茂元が延文3(1358)年当地に居

城し．またその家M内1J1駿河守の末孫がI¥':々 当地に居住したとaわれている。麗にはその館に

件うという石）.i1が伐存している。

調究は対象地区に9カ所の試拙坑を没定して行った。その結朱、山に近い部分で比較的しつ

かりした貿褐色の砂礫層が確認できたがほとんどのトレンチで比較的新しい時期の椒Ill川の氾

溢によるものと思われる砂府ないし砂買上が確認され、 摩粍した索焼きの：I: 岱片以外は這椙 ．

迫物ともに確認できなかった。

農逍工!Jf区は全計画線の内、丘陵尾根部に近く比較的緩やかな地区に 4カ所の試拙坑を改け

て潤査を行った。その結米、遺構 ・遺物ともに全く確認でさなかった。
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5. 佐賀上場地区のIll査

ヽ

，
 ，
 ，
 

鸞
ー
．―

1'121 佐fH.場地I,(ぶj辺地形図 (I: 100.000) 

1 . 1-:,1t~r w浦 l・地[,()
2. " ().; 園地区）

3. 1!!1i•l•f l•l • fil地I".)
• · •t f-•r <小J1Ji1地区）

① 匁川l"IH1il道料

② 桟J,,!<111°1屯I,.
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fヽ人か"

(1) 玄溝町 （有浦上地区 ・大薗地区）

島"ヽ...
有i籠I:地区は、平成 6年度Jし！常畑地帯総合土地改良事業に伴い確認曲介を実施した。

あり●" . 的査は．玄海町大,;:布涌上・炉ff/II内の1伽を対象に行った．

湖査対象地は、上場台地,,,央部から流れ：l1る:{.j浦川の支流、 n箭の」菰部の11i!J!l斜jfiiの栢斜

が比較的綬やかな部分に影成された水田及び畑地で、ば硲は約50mである。対象地n/,lの丘駿

．．か^部及び谷部付近には旧石i'.1時代の山ノ神 1遺跡や縄文時代の111ノ神II追跡などの追物散布地が

周知されていた。

到究は対象地に15カ所の試拙坑を設定して行った。その結果．遺構 ・迫物と bに確認できな

かった。
お鱈,.
大OO地区I,lnlじく、平成6年度I¥!貨畑地俗総合土地改良ぷ業に伴い確認潤介を実施した。

し'"ら
即査は、玄海町大・;;人oo・,=紫れの6.3畑を対象に行った。

対象地は2地点に分かれるが、いずれも上場白地北西部の楼高約125-140mの台地上に立地
た..し

する。対象地に悶楼する丘陵上には縄文時代の迫物散布地である棚ほ遺跡が1所在する。

製査は、対象地に18カ所の試掘坑を設定して行った。その結果、遺構は暉認できなかったが、

石鈷 ・みi鏃をそれぞれ 1点、最II)',・2点がIll土した。これらの遺物を含む杓は地及下75cmの位沼

で附序の状況は憑くはないが./Iは1位；Rゃ状況から遺跡の本体は地区外にif・在するものと芍え

られる。. ~. 
(2)肥前町（中浦地区）
●●うし

小浦地区は、平成6年J如¥I営畑地沿総合J・.地改良4f菜に件い確認渕査を実施した。
、'" ●● くら ..  

岡森は、肥前町大字,,,涌字池ノ山 ・介ノ lヽ．の6.31UIを対象に行った。

潤査対象地は、上楊台地1fl西部、 f}ワi里滸に面した楳硲約60-IOOmの傾斜地に立地する。現
重? <• •• だ

在は畑地として和1111されている。周辺には松ノ下 I・11迫跡、餅l'El遺跡等の縄文時代の遺物散

布地が{?:(£ し、また対象地1+.i備の昨年確認潤査を実施した地区では石媒守縄文時代の追物が出

土しており、また今皿対象となった地区束側の畑地には迅物の氾入が兄られた。

潤査は対象地に25カ所の試揺坑を設定して行った。その結米、迫楕は確認できなかったが、

対象地i侑東部の畑地を中心にナイフ形石器 ・ 細石刃 · 1り）器 ・ 石媒 • 石核などが/11:1-.し、この付

近から地区外にかけての地区を中心に迫跡の存在が芍えられる。なお、地区東側中央付近に文

政 2 年銘の庚,,,~像が作在する．
,, こ

(3) 呼子町（小川島地区）
．が"じ9

小川,~地区は、 団体営店迅整備lμ業に件い確認岡査を実施した。

潤査は、呼了•町小川［しの470mのR道予定地を対象に行った。

小川iヽは9平子述の北方約6km玄界灘に浮かぶ面積約0.92kntの島である。今'"'対象とな..,た

地区は.:.の島のうち北東部のなだらかな丘駿地である。 現況は雑木林となっているが、地区I~
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には段染を件う石列や石組の水路．道路状追構が縦横に足り、これは戦ii;if立までに行われてい

た畑作にfl'うものと息われる．

小川秘には、島の小央丘餃を占める小川幼遺跡 (IU石器～縄文昧代の迫物散布地）やitiflVJ入

江に~ii した地区の~'.l'tで縄文後期の土若、大型石錘 • 石芹やタイ ・イノシシ ・シカなどの自然

追物、人1↑3体、弥生時代-,1;111時代の追物が出土した小川Ml塚が知られている。そのほか

叫忙石の散布は島の,,,央から西側にかけて兄られたが、東部から北部にかけての散布ははとん

ど確認でさなかった．

品IW.は対象地に20カ所の試掘坑を設けて行った。その結米、遺構遺物ともに確認できなかっ

た。

6. 筑後川下流用水事彙に係る謂査

水衣源l~I発公団（筑後川下流川水建設所）による笠後川下流用水llr業に係る文化財の確認i:1\1

査は、 !HY東部祁水路の久保泉南部こ［区（佐買市）と、 三III川中部工区（三田川町）について

行った。

"'.,. """'. (I) 佐賀東部導水路 （城原JII以西）・大詫間幹線水路

久保泉市部工区（佐買市久保泉町人牙1消l泉オ:-,1,; 椎 ：確認湖査対み面積 2.44011!')は巨勢

川から東に約1.5kmの地点は硲3.8-4.4mの洪積平野から沖積平野に移る付近にある。関査対

象地区内に下和泉一本椎迫跡（弥生時代 ・古項時代 ・中世：散布地）を一部含んでいた。周辺

には団］泉一本柚 ・旧Iii.ff.ff追跡雰が存在する。潟査は16カ所の試揺坑を設けて行った。そ

の結果．迫構 ・這物といこ検II',でさなかった。

(2) 佐賀東部導水路（城原HI以東）

三田川q,部第 I・第2工区（神埼郡三田川町大字豆ffl・大字Hl手：確認瀾査対象i面積： 3.525 

面）は布松山地,ii麓から延びる吉野ケ見丘陵のfft東部、 Elf手川の東岸約600mの探硲7.5-8.2m

の平ff部に位；なする。総延長は810m で•f'成 5 年度はそのうちの430mについて確認関介を行っ

た。第 ILilでは20カ所、第2エ区では5カ所の試柑を行った。その結果、第 lJ:区No18トレ

ンチでl'l形泣構．第2Jこ区NoI -3 トレンチで潔状遺構を確認した。 また、第 1 :r: 1ヌ~o 18-20 

トレンチ及び第 2」:li(N~ l -5トレンチからJ:器及び石岱が出J.:している。当該地は未開知で

あったため、新たに田干二本松追跡として登録した．
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図22 佐n東郎導水路 （三田川中部地区）試拙坑配沢図
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rv. 平成 5年度発掘調査の概要

1. 牛原前田遺跡（略号 ：FUM) 

這路の所在地

.f.l, 栖卯,,,i;f町・,:1jり111

潤杏主1本名

.r.~ 栖市教if委J'I会

瀾介期1関

平成5年、I)l-平成6年2J1 

洪介面積

23.200m' 

追跡の概要

図23 '1'・1釦町If遺胚fl;n図 (I/25.000) 

'I源 Jiiilll這跨は、 J.濯n'ioli街地の西部、安良）I(が谷邪から平野に泣出する地点に影成された扇

状地 I:にヽ ・（地する．潤森区の水lli楼硲は約42-52mである。，l¥J森区は、 9-21の小区に分けて

実施した．

確認できた道構は、占れ時代後期から奈良り、~(';:及び平安り年代末～鎌介時代を中心とする集浴

に件う bのが中心となっており、 ，鴻査区のはは全成に及ぷ。そのはか．縄文時/V,!..)UJ集石這構、

弥牛時代1i;)Jtllの住1廿跡、後期古項、古代-•It!しの集落迫1/11・硲地が賄認できた。

縄文時代の追摺は、1911!.で節認できな. '•'·期の集石；g構で．竹畑式土岱がII.I上している。

弥生時代の追物は22区で確認でさた。弥'I,時代前期ー中期初頑に位；沿付けられるものである．

古項時代後期～奈良時代の追構は、地区のはぼ全）戎に及ぶ住居跡は、 9区でIO紆、10区で4

粁、1IIRで9f.l'.12区で6粁以上、13区で7紆.14(?!.で2粁 l6区で10紆、18区でI紆、191をて'9軒、

20区で3析、22区で4紆と、全体で確認できたものだけでl,65粁以上の大集落であると ＄える。

このほか掘れ柱述物、上痰、 多数の小穴群がある。また対象地Iを北西部一滞で20)~の後期8Jtt

のイ,:rtが確認できたが．うち 5カ所は艇跡を残すのみであった。注目できるものとしては、 12

区で一辺7mを越える竪穴It屈が確認できたことである。なお．対尿地II.で時期不明の溝蹄を

多数確認しているが．今後整理によ って所屈時期の検討を行って付く必要があろう。

c'i(t・- 'I• 世の泣構としては9・l4(!.で大屯掘ii:柑娃物各lllliが節認できたほか、多数のtt.穴

と息われる小穴群を籟i認している。 1411?.では占lt-•I•世の述物．溝．ゴミ穴とクえられる土痰

がセットで集沿をなす形態が館認でき!:HIでさる．そのはか、 20(>!:で11111:紀のものと思われる

木棺泌、 13(?(で屯町時代の.I:猿泌 w磁碗・石製分銅を凶J葬）、 211ヌで•I嘩のl湯＇必など袋地の

＂・・(I:i, 確認できなまた14区の知製の四耳激などi:l:IJされる這物も1111:しており、占代養父nil

における位沢付け i,'IJえる必要があろう。

以上のように判1;(1iW1lil跡の芯7では、以揆 ・性格といこU:Hでさる沢科を多数得ることが

できた．
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I,'I項r,rn;1111辺路14区全故

3. ・1°1,1,i;;m迫翔9[,(全炊

5. 牛r(.(,i;uu迫躇19区全哉

2. 1,ii;rn;;m辺l't-20区全派

4 • . 中原IiりIIJ迅跡18区全沢

6. 牛＆浦illJ迫跡11区全沿
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2. 立石遺跡 （略号 ：FTT) 

追跡の所在地

氏栖市立石町手：新1111・ 木ノ元

凶廷1本名

島栖市教ti委rt会

J.¥fW. 期1111

平成 5年 4n-12月

調査甜積

5.000rri 

遺跡の概咲

凶24 立石迫翔位悶図 (I/25,000) 

立石追跡は．唸計尾峠から1tlに延びる尼根の先端付近の徴丘絞絃辺部、沼川が作る河岸段丘

上に立地する。椋;,r,約36-40mの水Ill・畑地となっている．

潤杏は、削平を受ける甜地部分を,,.心に行った。

潤究の結果、縄文時代の遺物、古代の集浴を確認した。

縄文時代の追物は、晩期に屈する摂）II式土岱であるが、少址である．

遺蹄の主体は、 9-10世紀を中心とするころのもので、遺物の俎が少なく憫々の追構の時期

比定は困難であるが．迫構のはとんどははぽこの時期のものとゥえる。

碓認できた辺構は、竪穴tt駈4紆．性格不明の溝2条、円形の土漿．柱穴などで．竪穴住居

については191確な時期比定は困雅であるが．煙道の情近からこの時期のものとウえた。

この地区と iTJ,JII を挟んで対lilの段丘上にも,~,時期の集硲が確認されており．竪穴住居の構造

にも共通する特徴が兄られる．

今回の武J1i.地点は．迅構密度、遺物の出.l:Jil:b比較的少なかったが．沼川'""社のこの地区の

状況は一述の農菜9阻槃整伽1i菜に伴う潤究で明らかになりつつあり、当該地区の集裕形成分

布を知るうえでl'tifcなt料となろう 。
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1. 立石遠跡全穀 (1りから）

2. 立石迫f-fB-3区（洒から）
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．ヽ だ C~<ぐ人

3. 山田古墳群（略号 ：Y KG) 

遺跡の所在地

三焚基郡中原町大判j~古i'l'f'筏突

曲査主体名~

中原町教n委J'l仝

凶査期1111

平成5年 8月-12月

製介面積

3. 700m' 

遺跨の概姿

本迫跡は、行仙J1系から面にのびる山麓部の西Olt寒水川の東側に位；Rし、標邸90mの水Ill

部に立地する。国査区は平成 4年度の濶査区の 1区と 2区の間で、 3地区にわかれており、南

隕から 3区、4区、 5区とした。

3区はu贄や小穴などの遺構のはかに石敷遺構がある。この遺構は長）i形に石を並ぺたもの

が4碁あり、うち 3基が南北に北列し、 1碁が東西方向に直行する形で作られている。またこ

の迫構の西側にもこれらの追情を取り淵むようなかたちで石が並ぺられている。石組の大ささ

はそれぞれ拠なっており、いちばん長いbので船 Im、長さ 4mである。またf史Illしている石

はいちばん東側のものが大きめの石を f史用しているほかはほぽ,~, じ大きさの石を化用している。

当初製鉄1関係の追構の可能性も芍えたが．石の上面やその付近は火を受けたよ うな痕跨はなく｀

石の下にも揺り込み等の施改は確認されなかった。 また土師岱の小）•iなどのほかは遠物がほと

んど/JI土せず、時期の特出はできなかった。現段陀ではこの迫構の性格は不明であるが. 1区

で検出された道状の石敷遠情とあわせて今後の研究コ題といえよう。

4区で検出できた辺構には土漿や小火があり、縄文時代中期から後期の土岱）ヤや石苫片のほ

か古代の~i忠乱 ：I: 師苔、 小世の9郎磁沿片が/J¥:tしている．

5区には谷状の落ち込みが兄られ、縄文土召などが/J¥土している。

今阿の潤査では縄文時代や古代からq,世の遠跡のt?在が確認でき、石敷遺構のような特殊な

迅構を確認するなど大きな成果をあげることができたが、 「肥前風-f:記」にでてくる 6tu: 紀後半

における兵店の製迅にかかわるような追梧や遺物は確比できなかった。今後のllJ田地区の関査

に期待したい．
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ì 
•• 

・’r
 .. 

亙
‘
,
？
:
．．
 

,
5
”
[
 

•..•• 

．
 
ぷ

”
、
]
曇

r
k菖
'

. -. 

・ー:•

• 
I・..  ;、- T

T

,

．
 

,

.

 
9
.
t
．
~
い
、
り．．． 

＾
 ‘
・

・
 

曹

e

J

.
i●
9
.

；

．．
 
因

＿
 ．．
 

t

．9

....
9
i
t乞

•

9 

.

.
 

、-i•• 

＇ 
•
、

；̂
‘
 

•• 
9
沃．

0
、
．

S̀iE.だ
・
一
＇

｀
ダ
ぃ・9
.

5

••• -...,．，
 

p....
、．．．．ふ

g
?

．．し
0
2
.」•• 

泊
≪
S

3

、し
・

＂

》．雫

心
{
~
;

.―_-＂s

.

.

.

、`.

•
‘
.
.
、
．

．
．

．．
 

．．
 

..• 

•
場

．
 

．．． ,,
 

•• 

＾
 
-̀̀ 

J
 

’・

因

l. 111111, りJJI群3Ix. 令胡

2. 111 111 、•;Jtlf.f,:11ベ飲イ i辺情1HO日

3. 111111、l;JJll:tJI>(飲イi追楕-ltOll
•I. 山li1,l;J£1ttf-,1I><:・全は

5. 1l1111Ml¥ttt51>(・全捻

,9. /
'
 

回
·• f I 

,ヽ.. ・ ● -.  ー、ぺ, ,. ＇ヽ

,': 怜・・.・'-を.・-> !•. 

-·.,._, 、·•. •·... , 、J

.:: : 芝、';/}:、・彎:;~,-: 湛

豆;::、、;,1會:,・,.. . ,. 

，ヽ ヽ
・・ ｀

．．
 

，
 
.”' 

ヽ

＂で` ..--~. ヽ
. .,... . .• ・、,、•. ... • ~ 

．遠籐．ぷ
. : ・ 3 、,・:・. -;,: . 

. .., 
' , .・... -"' 

.-r"• 、 ··• ··•、

r•=炉::::、:·.
;, 迅，・影．索:・:;/.:
:~, 元・ ＾丸--~. ~- ., ・, •• ,, • , __ ;,、•._ ,·:,をも
. •_; ・: 唸；．ぷ.,..• •.. , 
.ヽ,-... ．ヽ ·-.•;i',\" 参●

． ・ゞ ●、・`・な.i

.~ 
．

．

 

’
‘
 

入

．『．．
 
｀
 
．
 ．．
 

．．
 

•. 

•. 
『
•．．
 
冒`

↑・
ヽ

直
a
 

,, 

9・
 

-51-



· · ~ ●UもU CAじ●・ヽ 曽9

4. 若宮八幡神社遺跡（略号 ：WHJ) 

遺跡の所在地

三贅甚郡•1•1屈町Kオ源 ，1if.t'f'.jl'iffl

潤査j,f本者

•l• l~i町教n委fl会

潤査期Jill

平成5年12)-1-平成6年2月

渕査面積

I , IOOm• 

道跡の概要

-t'i宮八幡神社遺跡は 'rf扱山系よりm1このびる段丘の東側紐辺部に位沢し．楼邸は約50mの

水田部である。平成 4年度潤査区の北側にあたる．！淵査区は 3地区にわかれており、北から 2

区 3区、 4区とした。この丘陵の先端付近には、姫方9府i方後Pl頃を中心とする古項群や弥生

時代の経地のイi在でよ汗名な姫1;迫跡や弥生時代を中心とする集落が確認された姫方原遺跡が存

在する。

21え、 3l'il.. 4 l'il. とも占代からヽI•世の集落跡で、辺構の密度は低く．かなり削平を受けてい

るとゥえ られる。追構には溝、土疫、 小穴などがあり 、遺物としては須恵沿、 こI:糾渇、陶磁岱

などがIll土している。 3区で確認できた滋は紐約 Imで蛇行しながら南北に伸びており、迫構

埋」：中からは人ii!i大の.fiが落ち込んだ状態で確認できた。追物は土師沿片が出土したほか、溝

のすぐ西から龍泉窯系の廿磁碗が出土した。
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I. む宮I¥精神札：泣跡全ば（北から）

2. 粁>I八籟神社泣跡21K令故

3. ~ 祁 MS神社遺蹄21>(潔
4, む;,,;八柑神社逍搾311?.・全此

,. f,'宮八け神社遺蹄41を全捻
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'""""よ..ん心9 ヽ• 誓•5. 西寒水四本樗遺跡（略号 ：NYY) 

追跡のj祈在地

三資~kl副•Ji;[町＊字Ji;( ,『 l't~:四本柳

郎l紅体行

叩如i町教T1委Li全

品11i!UIUII

平成5年 8月~12fl

潤査面積

1.800m' 

退蹄の慨要

図27 西寒水四本柳遺跡位沼図 (I/25,000) 

西寒,1<1囮本柳遺粉は、 粁`振111系より,iiに仲びる低位段.Ii:の西側絃辺部にあたり亀栢邸約11~12

mの水Ill部に立地する。当該追跡の北方、このlr.f父の上位部では、弥生時代の数百基に及ぷ央

柁経が濁査された船石南遺跡や、支石似 ・集裕などが潤介された船石這跡が立地する。

潤介区は 3地区にわかれてお ').北傭から 1区. 2区. 3区とした．

1区、 2区共に雑認でさた遺構には溝．土痰、小穴があるが．詞花区の大・・r-は自然流路であ

る。溝はf.J然流路につながるものとそうでないものがあり、時期が判明したものは弥生時代,,,

期の I.,ので淡や硲杯などが/I',I: した。その他の遺構からは.t苫の出土がはとんどなく時期を特

定できなかった.l't然流路は南北に流れており、埋土から弥生土岱、布留式の夜、須忠西.:I: 

暉笞．凶磁荘などがIll土した。注Uできる追物として．流路内から 7世紀新i'代頃の須忠硲の杯

苫のセットがまとまって：ILtしており．水辺におけるなんらかの祭祀行ど）が行われていた可能

性がある。

3区で検出できた遺構は滋小穴、 I:~ 名がある。溝はjりItに直線的に伸びており、栢約3m, 

深さ Imの大溝である。 1l¥こI:中から」：師,.,. ,','粧碗等が出土したが/.l',±1,tは少ない。時期は13

枇紀頃のものと推定される。小穴や」絨からは：I店のり1・1:はほとんどなく．時馴の決定はでき

なかった。

今l!!Iの潟査では、染硲の匹側の広がりが確認でさ、 7 I仕紀における上器のセッ トが：II土する

など'ii煎な成果をあげることができた．
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西寒1J<J>q木廓illff.11><'.・全J;t(Iiiから）

西尽水四木柳返跡21><'.',>:',;f(111から）
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に....ずななuん"'ヽ...
6. 西寒水七本柳遺跡（略号 ：NNY) 

追粉の;;1r.f£地

三姿碁郡,,源町大>j-:Jj;i古n字じ本柳

潤11.±休者

中原町教行委n会

潤11:Jllllll

平成5年IOJl-'平成6年2}―l

渕杏．面紐

1.900m' 

迅跡の概要

西寒水七本樽返跡は、 ；粁恨ilt系,Ii説に広がる洪積台地の南緑付近の低位段丘に立地し、椋;(:j

は約IJmである。このfi:J父はりi;wmが作る段Ii:となっており｀当該遺跡の北方｀このIi:陵の上

位部では、弥,,,時代の数Fi甚に及ぷ甕棺公が江JW,された船石南遺跡や、支石硲 ・集浴などが加）

代された船石辺跨が立地する。

品I.ti.は、 3地区に分けて行った。

IIヌ．は弥生峙代及び鎌和1年代の集浴跡である。如 1項寺代の追構には溝、」場『がある。；','I/は曲

代区1•1で直径20mほどの'I'円形に~I つ ており、 糾約 2 "'・ 深さ約0.8m、ltlrlf1iV字形である。溝

Iりからは釦r,i付近からはぽ完形の弥生時代中期前半の甕や岱台、 l:ifii付近からヽ ,,紺）から後期の

炎滋 ,(:jt不等の破J¥・が/II土した。土疫は2碁確認し、 中期後＇ド頃の土器Jヤが11',・J:した。鎌g

時代の遺溝は溝、・I.:漿がある．溝は輻0.3m、深さO.lmはどの小溝で、 I柑i北に伸びている。中

からは上麻皿や竹磁の破片が出土した。土漿はn方形を混し、埋土中からは!Ji忠おの夜、」：r;,~ 

JIil. il磁皿鉄滓がり1:1:した。また焼けた石が多姑に入っており 、鉄禅の出 I:とあわせて芍え

るとこの付近で製鉄が行われていた叶能性もある。

HIは 1区の東側に位沢し．辺跡の内容は鎌介時代の集沼勤である。確比できた迫構には溝

と小穴があり 、 清．は東州に伸びるもので、埋和I• よりw磁碗笞が出-L:した。

今foilのi.'¥I査は、迫跡の令体から芍えれば、狭い地区の潤在であるため、泣跡の全容をつかむ

には土らなかったが、弥生時代及びq,世の集落の構造をそえるうえで頂要な沢料をKlることが

でさた。今後周辺の潟査が進むことによ って、具体的な古代 ・111-Utの様相をfl)Jらかにして行か

なければならないが、今1司の調在はそのための前裳な沢科となりえよう ．
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I. i!!i寒水七本閉遺梼全斎（南から）

2. 西寒水ヒ本崩遺枕全派（北から）

3. jllj寒水七本開遺跡北側（訃］から）

4. 洒寒水・ヒ本開這％北側（北から）

5. 洒寒水•ヒ本隋追跨弥生時代溝（西から）
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重ご$ . .  んつかい .. 

7. 孫左エ門塚遺跡（略号 ：MZM) 

追降の所在地

三養甚郡•t源町大字Jf.!古買字孫ti:工 l"I塚

潤査七体者

•I• 原町教訂委H会

潤査期lfil

平成5年9H-12H 

潤．令面積

1.500m' 

這跡の概要

図29 係左エl"lti!遺跡位霰図 (I/25.000) 

係左エl"I塚遺跡は、 Tむ1山系か ら南に1'11びる台地の西側紐辺部にあたり、遺跡の西側をIllノ

内川が流れている。地1.11はローム及び烈色の堆積土からなり、縄文時代の遠物をわずかに含ん

でいる。

潟査は削平予定地について火施したが、水田楼，(:jは約!Smとなっている．

本遺跡は縄文時代から古代にかけての集落跡で、縄文時代年期、弥生時代中期、6I世紀後平

から8111;紀頃の追物が出土している鯰また縄文時代の包含府から土岱片や石斧が出」．．．した。

確認した遺構は竪穴住店2棟、掘立柱娃物 (IX211り2様 2 X 211り1棟、 2X 2 lfil総柱2

棟）、 土炭、溝、小穴がある。 竪穴t~l社は方形 4 本柱のものと惰円形の bのがあり、時期は方形

が6IU: 紀後半。榜9り形のいのは上岱がほとんどWd:しておらず詳しい時期は卯り1である。掘；；t

柱紐物は正碓な時期は不明であるが、わずかにII.I土した須恵沿片から兄ると 7世紀-8世紀頃

であろう • ・I場況は縄文時代弥生時代、,',代のものがあり、縄文時代の；l湯贄からは縄文時代·~

期末のものとみられる甕）tが、弥生時代のものは中期後半頃の甕、盗が出土した。古代のもの

はUI思乱土閏湛）ヤが出土しているが11',土批は少ない。溝は弥生時代• fl期のもので、船0.6 n, 、

深さO.lm.長さ 10mほどの小さ い溝である。 中から土岱片がわずかに出土した。

今同の潤査では、遺跡の全体からウえれば狭い地区の潤査であるため、追踏の令容をつかむ

には至らなかったが、町内であまりIll土f§fのない縄文時代lj'.期末の追1罰が確認でき、弥生峙代

及び古代の遺跡の広がりが確認されるなどi't煎な成果をあげる.::とができた．

ー58-



I. 係I,;エl"ll滋迫坪全揺

2. 係I.,;エl"ll~迫跡北側掘ヽtit姓物

3. 係/,:エ1"1塚迅H1trn側掘 •f.lt.姓物

4. 係/,:エl"I塚追粁11J悧J1ii,r.w姓物

5. i森'"エl"Iほ迫l'f'il六ベrn,~,

5
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ヽ•しいヽ-.Ifん"ヽ・電3

a. 石井一本松遺跡（略号 ：I IM) 

迅蹄の所在地

三登甚郡,,り点町人・字原，!;賀字一本松

悶．査打令"l'i

,,, 原町教'(_/委n仝

悶査期!Ill

平成5年IOH-平成6年 3H

曲．査爪i依

4.800m' 

逍隊の概要

図30

ィiJI•一本松遺跡は、介む~ll」系からit-1に111,びる古地の束側絃辺部にあたる。追跨の東側を山ノ

内川が流れており、地11 1は一部川の氾濫IJ~ となっている。当該地区の西側lた陵のやや北方には．

姫方jjij方後円mを,,,心とする古墳群や弥生時代の硲地の存在で名名な姫方遺跡や弥生時代を,,,

心とする集沿が確認された姫力）J~ 迫跡が什在する．

潤1i.は削平—r-定地について実施したが、水fJJ椋窃は約14-15m となっている。

潤査の鮎果、弥生時代1旧01.,';Jj'¥時代前期及び6IP: 紀後半から 81P;紀にかけての集裕跡であ

ることが確認できた．

弥生時代,,,期の迫構には1湯名がある。土痰は惰円影及び不定形を呈し、 /ll・I:道物は炎、泊g-;;

があるが/J',,l:批は少ない。 ;•;·in時代前期の追構には竪穴住居がある。住居跡は確認できたのは

1 棟のみで、 3 分の 1 ほどを確認した。 内部からは充形の席杯 1 点及び袋、 ·•iKの破）ヤがIll土し

た。6世紀後'I'から8世紀の遺構は竪穴住店101如以上、揺ヽ:r.柱建物 (IX 21111、2 x 2 llll総柱、

2 X 31iU総t'I,、3X 31111総柱）、土炭滋，Jヽ;・,:多数があり、本辺跨のq,心となる時JIilである。

竪穴住J,t/はかなり削平を受けており、収が10cmほどしか残っていないものが多いが、辺物は•Ji

忠岱のI粘伍や l絲召の複などがややまとま って/ll:Iこしている．掘ti:tt娃物は介旗と兄られる総

柱娃物が多く、 211ilx 3 IHIや31:UX311りなどの大翌の述物も兄られるが、方向性に余り規U,J性

は兄られない。また lffだけだが町内では類例の少ないお掘の建物もある。 t: 城は方形を星す

るものと1澄形のbのがあり、方形のbのから焼上や礫とといこ土師沿の完形の杯辺と甕が/JI

土したが、全体にj線からの1溢の111 -1:.1.tは少ない。 溝は曲1il私のやや,li=t.r •J に東111jに伸びる

ものが 1 条あ＇）、東にいくはど深くなっている• i,!, Iこ中より須恵岱の寝や lこ師岱の喪とともに

30cmほどの礫がまとま って出土した。

今回の潟行ではこれまで沢料の少なかった6世紀後中の集落が確認され．また占代の追跡の

広がりが判明するなど-rtiltな成果をあげることができた．
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I. ?iJt-一本松辺肝令奴 4. 石） I'一本松;nr.•1•央南開

2. 石Jt--本松迅阿•北憫 5. イjJt,-・木松逍路,ti西閲

3. WI'一本松迅翔巾央 6. イ i71'-本松追跨東(I~
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9. 八薩遺跡（略号 ：YTO) 

迫跡の所在地

三炎基祁士．鯨町大字堤字迎I~(

訟11i.-i,Wどi

t.•~ 町教打委n会

渕在期間

•JI. 成 5年4JJ - '•I'· 成 6年 HI

渕1ti面111

5,000m' 

迅蹄の概要

図31 A, 簾辺％位四図 (I/25,000) 

八森遺跡は、 r版IU糸から派生する襟窃22m-36mの中位舌状,I,:陵上（八藤斤陵と （反称）に

立地する．縄文時代から,,,世にわたる複合迅踪である。この南北に延びる丘絞は．西の二塚Ill

li:J父と東の船石.Ii:陵の中1111に位沼し.I計を切通川、東を切通）,, の支流大谷JIiiこflll析され、東西

の両丘餃から独立した丘陸となっている．

本追％の周辺には、 iり）iの二塚山斤．陵上に二塚111遺跡、 1沐谷遺跨．りJ通道蹄． —•本谷辺践

などが分布している。東）iの船石丘陵上には船石遺跡群がi郊1:l.ており、弥生時代を中心と し

た迅粉が心密に分布することが明らかになりつつある。また二塚山 ・八藉の両丘陵rmの谷部を

遮断する形で築かれた災 I:!.{跡が近接する。

潤究は、 i面心I>で削平される部分と水路工11,で掘削される5.000m<(X・XI区）について実施

した。

X区の潟査で1ふ奈良時代の揺立柱建物2棟、土漿数碁を確認したはか、時期が明確でない

小穴多数を舘認した。

XI区の関査では｀奈良から平安時代の掘立柱娃物7棟、 竪穴住居3粁、土炭数基を確認した

はか、 縄文時代の所肱とウえられるJ場贄も 数碁確認した。

今l~IのiJ.'l'o'iによ っ て．奈良から平安時代の集蕗跡の緑辺部に相当することが判明 したが、平

成尤年度から実施してさた八藤丘陵上の曲介がはIf終了したことにより、これらの調介結栄を

踏まえたうえでク察する必要がある．
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I, A経辺翔ー10・lll>f.曲-ti. It・全·~((市から）
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10. 八蘊遺跡（略号 ：YTO) 

迫跡の所在地

三羮基郡」～．蜂町大字災字迎9原

J!,ltl:.:l,f木名・

P.•~ 町教ff委L-l会

糾令則Iii!

平成 5年 4J1 -10月

潤介屈iii!

560m' 

迅跨の既妥

図32

八藤追跨は、行保1l1系から派'l:する税窃22m-36mの"'位段斤．」こ（八藤丘陵と仮林）に立地

する、縄文時代から中世にわたる複介這翔である．

平成 5年2JI、平成 4年度R業堪竺整協lぽ業に係る）出蔵文化財発掘潤究 (YTO-Vll・VDIIヌ．）

を終えたJそ政を 3m程の深度で切り下げる圃）b基槃辺成工4~中に長さ22m.幹の直径1.5mとい

ぅI!'.大な倒木が、多数の樹＊片とともに発兄された。

その後..:. の到木群の性格把艇のための節認潤査を実施し、これらは8.9万年土0.7万年1iijに

起きた「Aso-4」と呼ばれる火Lit活動に伴う大火砕流によりなぎ閃された当時の森林の跡であ

ることがl•JIIJI した。これを受けて ． 圃場整ほ施行地区のうち面(f.JJ:,,,分約12,000吋についてエ

,, 汐の中断を,11し人れ保存を図ることとした。

＊ぶ111.は．平成5年4月から10月まで、保｛び対象区域約12.OOOm>の内、節認潤査で3本の巨

木が検出された部分をm北にrt(糾5mのトレンチ (,.i北トレンチ）と火砕流堆積11-i・ドのIll地

表面の状態が良好で露出作業が比較的容易な部分 (N~6 トレンチ）の 2 カ所をjf(点的に行った．

潟代では、火砕波堆積肘からは大小の樹木片が多数出・.L:し.liil/f! の.I・.ドの地Hからは種：：f-やit

粉などの1{(物遺w.昆虫道体などが検II¥された。当り］．火砕流以tiりの11'1地表而におけるlflみi岱

時代文化の{i-(J油期侍されたが、伐念ながら当時の追物 ・迫構あるいは動物辺体は検IIば1でき

なかった。しかし、これらのIIは1土沢科の分析を辿じて八藤退跡が大火砕流の被災地としてその

fi{跨を良好に11:めていること、火砕流とその」こ下の地Hおよび埋没林が提供する各種の I~ 然科

学的なデークは Asoー4火砕流自体の籾り1と北部）L州の当時の曰況か ら今nの1氾然への変逗

を・ljえるうえで必咲不可欠な・t't煎なものであることなど学術的に，沿い評価を1!只ている。

さらに今(iiiの潤査でj!~られたこれらのデークは、第,,り紀後期のH本列約全牧を裂う広棟テ7

ラである Aso-4降灰州を媒介とすれば、今後国内で行われるであろう問砕灰If!.火砕液堆積

/f!I関述の糾代で得られる述脳地の沢料とのih:J反対ltが叶能であり、当時の17本列いの決を復元

する際の）＆礎的なデークといえよう。
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I. 潟企区全穀（洒から）

2. Nol · N•2 1弓木一 ill北トレンチ

（写凡I:方が北l
3. Ill地及面直上の阻*Ct-No6トレンチ

（写J'、_t/jが-ltl
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4. A藉丘駿の地府ー調査区北墜

上肘から大1111島阿蘇4火砕流堆積111(八

女粘土111: 中央(3っぽい部分）、伶Ill/fl
(/!.¥っぽい部分がlflJ也込,c&J:)

5. ~ 紐当峙のNo.I巨木一幹に残る窪みは．

他の樹木との衝突b'(

6. r-r蘇、1火ヽや流堆積物中に残る［燻の化石」
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11. 本村五本機遺跡 （略号 ：HY Y) 

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字坑,~浮四本携l

調杏主 体者

T代m町教行委H会

潤介期lfll

平成5年11月-12月

団杏．面積

800m' 

迫蹄の概要

図33

木村1i.本樗遺跡は千代田町の北西部、 中地江川西方300mの楼硲3.2mの沖積平野に位沼する。

この地は江戸時代まで鉛枷冨の狩場として.Jtlmされていた場所で．小窃い丘陵に板が生い戊っ

た場所であったといわれているが、現在では1り！墾され,~m とな っている。 遺跡は．この丘陵の

11i011J絃都に位沼する場所で、本村五本柳追跡など中 ・近世の辺扮が什在する。また周辺には、

1't別当神社遺跡．姉追跡など弥生時代の集沼遺跡、貝塚などが存在する．

潤査は、支線I~路として揺削される部分について実施した。検出した遺構は、 土漿5甚、清．

跡4条、その他不明辺楕］碁．大小多数の小六である。また瀾査区中央には東西に延びる大き

な溝跡を確認したが、これは中椛に機能していたクリーク（淡）を埋め立て、現在まで水IJjと

して利mされた部分と夕えられる。

/J',Iこした迫物は、中世の~:c,紐 .-1: 師質I・.四．近世の肥jjij系掏磁器、石沿などで．その/l'o:I:

1』しはコンテナ 4箱程度である。

以上のようにこの遺跡は泣構の数、追物の址は少なく、また岡査範圃も狭かったため追跡の

性格笞を芍寮するには糾られた沢料が少なかったが｀平成 6年度に現在の潤杏区の北方約200m

の地点の苫究を実施する予定であり、この地区の渕査結果と1丹せて考察を行うことで、この地

区の,,戌[W;集落の様mを明らかにしていきたい。
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I. ,i<村Jj本柳迫HCA地点が；t
2. 潟査風l;t
3. SKOOS・t漿
4. ,1,: 村Ji.水柳辺跡Iぅ地,.'.(全沿
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12. 野田遺跡 （略号 ：NOA) 

遺％の所在地

佐双iii食立町大；：金立::;-:ffLfl

潤．紅体名~

佐買市教行委tl全

渕査期1111

平成5年8月-10月

渕森面m
1,338m' 

遺跡の概要

図:i.1 rfm遺肱位訳図 (I/25.0001 

野田遺路は佐1tlli域の北部にある金立町に所在し、地理的には脊振111系から派生した低斤．駿

先油が、巨勢川等により形成された複合り状地と接するあたりに立地している。 Jl,j辺は水[II化

が進んでおり、 fJII限によりil'l減した道構が数多くあると息われる。今[iiiの岡査地点はmu集沿

の北に広がるUJ畑部分で、そのほ硲はほぼ13.Smiiii後である．

検出した遺構は、掘'if.柱建物3棟 (2nりX3111)の東西棟で総柱のもの !Ill!、 l lfi)X 3111)の南

北棟で束洒両iliiに廂を持つもの 1棟、 l llllX 2 IIIJの南北棟II成）、井戸跡2碁 (f/1:径1.2m、深

さ1.2mと直径2.lm.深さI.Sm)、溝6条、土濱1碁、その他不明迫構や小穴が多数ある。時

，，！的には12-14柑：紀所産の辺構が主体である．

Ill土迫物は、 i;師笞（皿 ・杯 ・碗 ・釜 ・鍋）、瓦岱（碗 ・沿釜 ．涵 ・鉛）． 。磁沿（燦 ．碗 ・染

付）、 9糾:,.石製品（石臼）、縄文土岱等がある．

..:.れらの中で代表的な這構としては、 S8152、S£106、SD103、SD112、SK113などが

ある.SB 152は束西両面に11¥iをもった I1:UX 31111の建物で、洒隣の溝SD103に並行して娃っ

ている。これは他の21東の建物も同じで、いずれもjlljに30度扱れており、東西1点と南北棟の'I:

紬はほぼ,~:rr していることから、 何らかの関係があるものと思われる。 S El06は、糾査区のほ

ぱ中央に位はし、直径2.lm、深さI.Smを測る。平面は不整Pl形をなし．壁は四方とも垂直に

近い111度で立ち上がっている. 2条の溝はともに渕査区外に延びていてはっきりしないが、ほ

ぽ直角的に1111がっており．区両溝でこの潤査区を圃っているように息．われる.S 0103では：I.: 師

苫をはじめたくさんの遺物が出J:した。 SK113は、直径J.2m、深さ0.2m前後のイ澄!iflfTJ形で

ある。埋土中からほぽ復元可能な:I:師岱と鉗銭が/IU:Lた。これは投棄や流れ込みとは力えら

れず、祭.ii!bl((.Jのものと息，われる。このような検出例は佐買市域で初めてのものであり、どの

ような性格のbのであるかは今後の潤究例の増加を待って再検討したい．
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I. SDIO:l沿 C1liから） 2. SDI03 · $0101 · $1~1 51 (IIIから）

3. SK113 I :~t ,tiから） 4. S8152とSK113(1l'iから）

5. Yflll辺跡，悶11.1べ全~t (東から）
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13. 友貞遺跡（略号 ：TB S-7) 

遺跨の所在地

佐Wli金立町大字千布字友貞

潤査主体者

佐t1rli教行委u会

潤査期間

'l'-lll. 5年8Jl-6年 2)-1

jJ.¥J'tf. 面積

4.289m' 

追跨の慨疾

友i'.i遺枕は佐THli域北部の金立町に所在し．（姐Hli中心部に位；Rする（左R市役所からは北々

東4.3kmに位沢する。 守駁~ I系から派生する洪梢台地（低位段丘面）上に立地するが、現況での

段位は閑辺の水mr1,iに雌没し不ll)J服である。今岡の関究区は、削平される窃畑部分とM面に掘

削される水路部分に分かれるが、すぺて互いに接するので一括して友J'i遺跡7区とした．

友貞滋跡7区のJl(IJ!IJでは、友貞遺跡 1-6区の渕w.が行われ．平安時代前半期と室町時代を

主体とする集落跡が検出されている。今回の祠査結果と介わせて芍えると、友貞迫跡 7区とは

一述の集浴地であろう 。

友八泣跡7区の主体をなす高灯II部分の北側には周辺のlllllfiとの比硲2mはどの土塁が残存し

てお').; 潟行前から戦IFl期の神fl:;氏 ft生島病」にあたる可能性が指摘されていた。まな北

屎には1司じく「j・布城」の推定地がある。

溝査の結果鼻江戸時代 ・全町時代 ・鎌M峙(¥;;・平安時代前半JUI・弥生時代中期の迅構 ・辺物
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I. /.i.11遺杯7(i(11l東傭（北から）

2. 友A遺跨1区北東傭 (jlりから）

l. ニiT(l1i!のクランク部
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＂．大匹慶敷遺跡 （略号 ：ONY-2) 

遺跡の所在地

佐買市鉛島町大字八戸溝

調査主f本者

佐双市教行委且会

祠査期IIU

平成 5年8月ー6年 2月

渕査面積

1,200m' 

遺跡の概要

図36 大西届敷遺終位沼図 (I/25,0-00) 

大西届敷遺跡は、平成3年度実施の罪認罰査により発見された遺跡で、佐R市域南匹部の鉛

島町に所在し、嘉瀬川中流枝東1:1約1.3kmの櫻窃約 3m程の低平な水田地滞に位沼する．

大西品敷遺跡としては平成 4年に 1区の本躙査を行っており｀中世の届敷這跡である遺構 ・

遺物を検出している。今回の岡査は 1区の北東部分に桜する地点に位笛し、ほぽ同時期の中世

の遺構 ・ 遺物を検出した。 検出した遺構には掘立柱建物 ・ 撓列 • 井戸 ・ 溝 • 土演がある。

検出した遺構のうち、批立柱述物は IX2 fill、 1 X 3間、 2X 411りの規椒の娃物を確認した。

特に、 SB206とS8207の2棟は 2X 4 IIIJの束西棟建物の4面に廂が付屈するものであり、今

回確認した中では最も大型であることから、届敷地内で中心的役割を持った建物であったこと

が巧えられる。井戸はいずれも索褐りのものである。埋土中から土師岱 (Jlll・杯）．瓦若（皿・

碗）等の遺物が多く出土しており、これらは脱棄の際投棄されたものと芍えられる。溝は屈敷

地の区両溝とゥえられるものを検出したが、いずれも岡査区外に展開しているためその全容は

明確でない。他に、 S8206に付随し、雨水泡め的性格を布するとウえられる小溝も確認した。

土漿は平面形が不定形なもので、溝の終結地点に位因していることから濡め桝的性格を持つも

のであることが巧えられる。

今回の製査地は、検出した遺構 ・遠物から平安時代～鎌介時代に営まれた届敷地跡であるこ

とがわかった。前年度の悶査でも届敷地の一部を確認しているが、今回の調究部分はそれとほ

ぼ同時期に営まれた別区画の届敷地跡であることが巧えられる。
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I. 大西柑敷遺M2li<令誤

2. S820~ilU廷物％
3. SE201Ji'l1 
I. SK236迫物11¥t:状況
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15. 渭遺跡 （略号 ：FC 1- 1 •2) 

遺跡のJ祈在地

佐Tl市兵w町大字渕

凶査i:f本者

佐Tlifi教汀委且会

潤布期uu
・・I'-成5年llJl-6年 2月

渕査面梢

1.590'" 

迅跡の概要

図37 渕遺跡位沼図 (I/25,000) 

渕辺跡は佐fl,f泊［西部の楼高3m程の水田地・岱に位沼する。本遺跡は平成 4年度の節認潤究

で.Ml知の埋祓文化財包蔵地外で新たに発兄された道跡である．

今folの潟査で弥生時代中期に屈する遺椿 ．迅物を検出した。検/l¥した遺構には）t戸 ・土漿 ．

小火衿がある．

1区

11'1"・J. 荻 ・小穴等の遺構を確認した。舷認した迫構のうち、 )1'1・'は径1.5m、深さ1.8-2 

mを複11る索掘りのもので、託面付近からは投棄されたと息われる甕 ・盗 ・高杯 ・鉢等の一括沢

科として良好な弥生土岱のはか、涅.I:中から府製石剣、杓子状木製品が出土 した。士炭は｀平

面形がf"l形を碁潤とするものと、 ,r;定形のものがある。そのはとんどは税棄土漿的性格のもの

と弓えられるが中には断面形が袋状を呈するしのもあり．貯蔵穴としての機能を41していた

とゥえられる bのがある。 J!U中から多批の：I: 笞のはか、石包T・石斧 • 石鏃守の石沿が出;J:

した．

また｀潟究区の北西部分は裡没した自然地形の落ち込みになっており ．堆積土•I•からは投棄

された多l,kの牡蛎殻 ・弥生土岱のはか、竪杵等の木製R具が出J.:した。

2区

I: 城 ・ 溝 ・ 小穴等を節認した。 .:I:~賣は平面形が不正形なものを確認した。埋土中から弥生土

沿が破JヤでLJ¥上した。溝はその全容 ・性格等は明確にできなかった。埋土中から妾 ・盗等の破

片が/1¥I: した．

今阿は瀾'ti.範圃も秋く、揺ヽt柁娃物 ・住｝，和等は確認しなかったが、検出した遺構 ・迫物から

弥生時代中期に常まれた集rliの一部であることがわかった。
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16. 土生A遺跡（略号 ：HBA) 

迫跡の所在地

小城郡三Ii月町大字久米字土生

, ~ 紅体名會

三11n町教fl委且会

製行期11IJ

平成 6年3月 IFl -3 fl281J 

品l査面枡

400m' 

迅跡の概要

図38 J:'l,Aill跡位i7,図 (I/25,000) 

土生A迫跡は灼11111系から岩蔵谷を経て泊下する祇I.J川の堆積作Illにより形成されたり状地

の屈沿が沖積部にもぐりこむ地域付近の楼硲約 7mの水UI部に立地する。佐t'じ(I.ff西部で最大

の~'I,集落迫跡と推定される 1北遺跡のi♦l半部を占めており、潤査は農菜用水路拡鮒工事によ

り破壊される400m•について尖施した。なお．渕究区はJしばi小城～牛ii!線をはさんで史跡土生滋

跡として指定されている地区の西側に隣接し． 東西に長い。

主な遺跡としては、 ；I渇貨20碁以 l鼻＊、掘立柱建物の柱穴と名えられるもの15基以 lこである。他

に河川跡、湿地等を確認した。確認した1渇名(/)q,には底部に樹皮様の植物繊維を敷き語めたも

のや、祭祀J場貫と芍えられる bの．貯蔵穴と弓えられるものがある。 :,.¥J査区糾が狭いため：I:~ 名

等はそのはとんどが全体規校の一部分を確認できたにすぎない。娃物のn=.穴とゥえられるもの

の中には低地に立地する他地域の遺跡（牛ii!町：生立ヶ坐追跡. Fl石町：沿虹束迅踪）とl可様

に軟弱地盤に対する沈 flJjJt策を施しており、例として直径約 5cm、長さ約60-70cmの杭状＊

材 7-8本を平行に並ぺ．さ らに不定形の板状木材を敷き詰めた上に住を立てたものがある．

但し本潤究IKにおいては-1:生滋跡内で一般的に見られる柱根駁部に くりこみをいれ、杵形横＊

を糾み込むものや礎板を敷くク イプのものは見られなかった。

迫物として潤査lヌ．のほぽ全械から弥生時代中期の bのを中心とする土店が/ILi:しており、そ

の中には擬朝鮮系撫文：t岱と呼ばれる甕破片（口絃部に粘.:l:.紐を巡らすもの）や牛角把手付き

壷の把手部分も出」：した。 木製品としては、箆状木製品や建物部材と考えられる板材、直径約

38cmの柱根守があり、そのはか石製紡錘l(l.炭化米などが/J',土した.J船！迅から西へ約120m付近

以西はWlf<.色の粘質・I:が格盤で、遺構密度も極沿に低くなり 會道物飛b減少する。このことか

らJ:生集沼が立地していた徴窃地はこの付近から次第に落ち込んで行くようである。また、 lnl

時にこの低地部に水Ill遺構が打在する可能性も巧えられる。

今l•!Iのぶl'i'lは曲介区の船が狭く建物の柱穴の配列や検Illできたそれぞれの遺構の規l)i~は庫

認できなかった。 しかし」ソI,滋跡の全容を芍えるうえでi't頂な没科が多く得られた．
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1. l.:(tA迅跡.J:lti.ti;i侶；t
3. I: 生 A迫跡SKU・12・13f・ぽ (1佑iから）
5. P.9. (東から）

2. l'. 生 A辺＂ 全涼（東から）

Iヽ.Sl<l2 (illから）
6. SK17 (北から）

ー 77-



...... 
17. 勇猛山遺跡（略号 ：YMZ) 

遺路の所在地

杵秘郡北方町大字大渡

潤杏主体者

北方町教行委且会

潤査期lfll

平成 5年sn-12月

悶．査面積

800吋

迫跡の概要

図39 !Ji猛tJJ遺％位蔚図 (I/25,000) 

”猛山遺跡は、杵(.~山地It部に位沼する勇猛山（揉窃258.5m)の取斜1fii一俗に広がる遺跡で

ある．この一滞は．古代より優れた文化を布する地域として夙に知られている。勇猛111:[t}Jの

独立Ii:陵上のllEt~1JJ遺翔は、弥生時代中期から後期にかけての秘地が邸l査されており、 1iii漢餃 ・

後沿錢のほか芸鮨品などが出土している。また北西方に位沼する東ぷ裾遺跡では石溢甕棺必か

ら巴形鉗店 ・品形鉗科が出北している。古lJ'l時代に入ると．この山系を中心に多くの古墳が造

られるが、特に永池古111群や平成5年度に発兄された;J,f,LI.J4勺・IJ'lなど線彫絵画文をもつものは、

多久市からイが1)1町にまたがる地墳にみられるもので独自な文化を形成している。「肥前風土記逸

文」には杵島1l1に関する記I)>が兄られる。日< r杵秘1」.I 杵島郡、）¥¥の南二且に一孤11Jあり、

坤（南西）よ＇）艮（北東）を指して 三つの峰相述なる．これを名けて杵［以という 。坤なるを比

古神といい．中なるを比光神といい.Jiなるを御子神く一の名は軍神という 。動くときはU,Jち

兵農る。〉という 。J。この後に続けて11名な杵島曲や歌垣の記事が見える。このことはこの山（系）

が占代より信仰の対象となっていたことを物硲っている。中近世においては、杵島郡北辺を束

西に走る山系面麓や杵秘111系麓（こ兒える多くの経塚や埋納銭発兄地、中世に渕る寺院群の存在

は、この地1,l!の脹史を芍えるうえで欠いてはならない筏点であろう．

今l叩1臥~1iの対象となった地区は、蒻訟It- . 9i猛11.1古項群として知られており、後者は昭和41

年に佐mn教'tf委n会によって発掘潤介が行われ、 5世紀後半から 1世紀の古項群のイ玖在がUJJ

らかになっている。今阿、この勇猛山北OIりから東側にかけての中腹に、平成3年大型台風被む

に作う狐倒木処理J1]林道が~t両されたため踏査を実施した所．予定地内に古項の存在は比めら

れなかったが、五輪培などの石造物が岬没散乱している地点と一部石垣の存在が認められたた

め発掘湖1J.を行った．

対象地区は糾介時点で、竹林、雑木林及び近l防硲地、 iJ）猛寺参道となっていたが、立木竹の

伐採清袖を行った所、地区内に 6つの平地が認められ..:: の平地は地区外へ辿絞して形成され
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ていることが判明した。便宜上北から第 1-6平地として詞究を行った。（図40)

第］平地はもっとも石造物の散布が認められた地区であったが、埋没」．．壌を給去した1所、全

((iiに石の集積が認められた（図版17-2)。この礫群の小には多泣の五怜塔や少抵の玄R印l/'i!, 

含まれている。これらの石辺物は当初それぞれの場所に立っていたものが崩壊したものと名ヽえ

なが、明らかに後世に移動した石を除去していくと、これらのJi.輪応のはとんどが集石に糾み

込まれていることがわかり、当初これらの石造物を用いた袋地が、後世に一旦破哄され、新た

に集石による必地が形成され、その集石に再利111されていることがわかった。これらの集石は

かなり雑然と広がっているため明煎ではないが、現地による認窃で.)j形を甚潤とする約30l.~

の積石塚に判別でさた。これらの梢石群は互いに重なリ合っており、また視況の平地形成によ っ

て破壊されていると認められるものbあるため、故終的な数値は求めがたい。方形を基関とす

る積石塚はその方向性及び切り合いからおおよそ 2-3期に区分でさる。また第 1平地の東北

方で階段状の石列 3条が認められたが、これも現況平地造成によ って大部分が破壊を受けてお

り全容は知りがたい。こうした憤石形成以前のものと息われる上漿硲も数Jし確認できた。これ

らの総地の埋葬主体は一部；l湛賃によるものが比められるが、 /J',土する火拌什のほとんどが集石

の上下に拡散した状況で出土すること、および積石下に1り確な埋葬遺構が認められないこと、

蔵竹-~')の出:1．．．がほとんどないことなどから、ほとんどのものが散f卜によるものと判断している。

(I碁のみ、伐fi.した」滋底部に火葬骨が集梢した状況で確認できたものがあった。）出土した

廿はすぺて火牝によるものと思われる。

第 2 平地では、現況で洒償斜面に沿って、礫 • 石迅物の集梢が秘められた。 この集杭は第 2

平地を畑地に利用する際寄せられた bのと思われるが．その出石下より石積列が碓認できた．

斜面下場に形成された石列と名えられる。第2平地は、当初南側に谷が存在したものを（埋；l:.

より摂Iii!石lヤ/.ll土）、中世初期の段所でやや傾斜をもつ二つの平地に迅成し（瓦沿椀出上）、そ

の段階で娃物が建てられていたbのと、思われ（小穴群を確認）、その後再整地が行われて視況の

平地に変わったものと思われる。

第3・4平地でもそれぞれ整地工事が認められた。低い部分に向かって瓦沿椀が多数血lこし

た。これは、やや糾斜する地形であった中世初頭になんらかの居住が行われていたことを示す

が、その居住地区は前述した後世の造成 ・ 整地J.:'I'により壊滅した可能性もある． また•I濯：前

期頃のものと思われる木炭窓 l甚も認められた。また整地後のものと息われる組介せ式石棺状

の遺構l碁い確認できた。当初古項残欠かと，思われたが、揺りガより瓦召椀片が/l',-1こしたため．

巾I~:以砕の遺構と判明した。内部に骨等の遺物は碓認できなかった。第4平地の東側下段には

廷宝8(1680)年銘の板碑状祉石をもつ一石夫蝠店が存在する。

第 5 · 6 平地は．近世の秘地として造成されたものである。 記年銘のある~.,,をもつもの8

基．小礫の立石による bの2碁で、猿碑銘によりこのをる地が天1リI5 (1788)年から7J.i延2(1961) 
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、JiQ)娃立にかかるしのとグえられるが、隣接する地区外の1,;J面平地および）月の平地に形成され

た近llt釦也群を含めてサえる必妥があり、時期等については潤査沢科の整理を行って後桔論を

Illしたい。これらの秘地は形態的には11財朴を前悦とした硲石形式をとるが、明確な下部構造は

箭認できず、拝み窯である可能性もある。また秘石にJI!いられた種字は梵字の「ア」 (I]天子）

が多いという特徴をもつ。

石垣は第3平地と第4平地の坦、及び第3平地と東側11!!.IK外下段平地坑に確認できた。また

第3平地と西側地区外上段平地屯にはH然石を利Jllしたものと息われる石垣状石列が認められ

た。これらの石垣には宝R印塔笠部などが利fl!されており、近世期に築迅されたbのと息われ

る．

参迅は、船約3m、深さ約 I-2mの窪地をなすが、近年まで生活道翔として利川されてい

たらしい。節5・6平地とこの参道に沿って別の窪地があり、参道そのものも移動したことが

与えられる．

前述したように｀今""潟査を行った平地群1ま凶査地区外へと展l≫Iしているが、これらの平地

はそれぞれ通路状逗情で1i機的に結び付いており、地区内でも第 1平地の東に沿った1if状平地

は第 2 平地から第 1 平地へ移動する通路である可能性がある。 また第 4 平地の参道沿い守に」••

i:t状迫構b認められる．

潤代による：Iii汲i物と しては．筍 j • 2 平地を •I•心にli.f合塔呼の部材が約350点得られてい

る。 I J,~ 4 部材として単純に計双すれば87J;靭の石塔の存在を示す。これらの石塔は形式から兄

て14世紀-17世紀を中心とするものと思われるが、この期間において盛哀が認められるようで

ある。そのはか、瓦沿．愉入磁岱 ・近世!]Jiff.油磁沿が/11・1:した．

1,猛寺は. ,•:; 文l'fによると建治3(1277)年12月20「II寸地頭領*Ill地桟敷注文案に「ゆミやう

し三昧＂」」や 「ゆミやうしにしたにのその (if)猛寺両谷の1-1か）」がみえ（橘中村家文m、建

武 2(1335)年8月3ll 付長珀~i:'ド村本物返1111:1注文には f!Ji猛寺)Jj地六fJj同Ill地Ji.反二心I'」

(lnl文mと兄え.tJ; 地の什在が示されている。文IIJJ14 (1482)年12月3ti付田地柑敷坪付に

は「ゆミやうしりj地.・11・ーリ,.一丁とうゆうめん <m,11免か）」（岡文押）とみえ少なくと l,21

の)/j地のf?{r:が確認でさる。また同寺には線彫倶利加羅不動像をもつ仁安 3(1168)年銘石）芥が

あるが、これとは別に客人神白11」権現社があり、白山信仰の全凶的な広がりの時期と照らし合

わせるとこの時期に当寺の伯仰形態の西期が認められる可能性がある• iJI頂には地元で 「11'Jj

U撫Iり1の塚」と呼ばれる1iKI<があり． 一部破壌をうけているもののこれを石界または道沿に擬

すことができるとすれば、呪在のif)猛寺は1l1{fiを上ぶとする、東方に対して形成された,,,むと

位因付けることがでさこの中宮を中心に坊が東斜I面に属Ill!している構成が考えられる。坊猛

寺撓1/.fには湿Iドと伝えられるi'/Jき水があり、水源信仰も原初形態として什在したnf能性もある。

また 「肥1iij凧土記逸文Jの記'J;も杵島山に対する信仰形態を示すものとして特記されていいだ
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ろう。

現在、 ii')猛寺は其3宗大北寺派で)'J怜111とり・し、白石町に存在する 口輪Lll安面寺とm北に相

対峙して、金剛 ・追蔵両界の雌知不二の内と伝える．

今Iii!確認できた遺構、迫物はこうした杵$./i1l1航仰のl成1りlや歴史的1i袋の"'でとらえるぺきで

あるが、この勇猛Illに関する歴史(Iり背梨が十分解明されていないこと．今l!!Iの関在が遺跡の一

部でしかないことから、遺蹄の位沼付けを明確にすることは困難である．しかし、 1)猛1J1米斜

面に当寺I関述の追構が広がっていることを明確にできたことは大きな衣義があったであろう．

また、 一部ではあるが．遺椒の変遷や袋地形式の変遷． 「tり」のうt'E時期深 !Ii~孟キの厭史的変

遥、また杵t~Lllの古代から現在に至る人間閉神生計におけるmn付け、延いては肥1foi 1l 1岳仏孜、

肥iiii宗教史をクえるうえで多くの沢料を1りられたことも玉淡な双花が認められるように息う。

なお、今1祁の慨要報告に当たっては紙数の関係で一々記載できなかったが、静岡II!浅羽町郷

土沢料飲山本義孝氏、厳木町教付委J.i.会志佐楳彦氏、佐双II!教ffJt-文化謀小’ぶ陸之氏．佐!{市

教n委fl全1前田遠男氏はかのご教示．ご協力に{tうとこるが大さい。記して謝したい．

I I. 勇猛111遺杯遠穀（右より一位の地点）
4 

3. 第 1平）息t.層絵去後 (1りから）
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2. 第 1平地惰袖後 (Iiiから）

4. 第 1平地北僚石列 (1りから）
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1. 第 1平地仮38号ぶ（東から）
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2. 第 2平地函償石積み（凍から）

置こ】

3, 第 2平地小穴群 4. 第 3・4平地境石垣（北から）

［、

図40 勇猛山遺舒平面181

-82-



・ヽ

＇（、近ぷ :;~P-'"" ¥ ... ~-·· .. ●↓ •' 

< 

' -
-.: ,-., へ、・
・ヽで一 →

~-~ :~ デざ
•• "、囀.'._・. ●、.、
ミギ:,:,. ~ ‘゚

 

5. 第 3平地金素（南から）

7. 参追（右）及び堆定1B参ill{J.l) 

6. 第 3平地石組迫構
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18. 龍王峠古墳群（略号： ROT) 

遺路の所在地

杵秘郡布191町大字深浦

渕壺主体者

布り1町教'ff委n会

詞査期In!

平成 5年wn-11月

訊l:l'i:1面積

740m' 

這枕の概茨

図41 龍王峠古1n群位沢li<I(l /25.000) 

杵幼IIJ系の山1/iのひとつである白岩11.Jからm東方向に細長く延ぴる丘陵の先沿部に位沼する。

谷を挟んで北側の丘陵にはm史跡である龍王り古頃群がある．木古墳群は丘駿の殺斜面に築造

され、同一丘陵の'(Ji部には複室両袖型横穴式石室を内部主体とする至島占用がある。本占墳群

の一岱は硲地及び宅地としてlりl発され、 数基の古ltlがil'f滅したとIll!く。現況でIll]らかに古墳と

認定できるのは濶査対象となった 3甚のみである。

今囲の糾森は哀迅の拡糾工41に伴うもので、 Iり1発対象地IAJにある 3J,~ の古t.rtの内部主体を中

心として濶介を行った。 3碁の古項はt軸を(iiiじくして約!Smの守間隔で並び、南求方向に開

11する横穴式石室である。洒より STOI、ST02、ST03とした。（図19参照）

STOIは左側璧を削.,;され．奥壁と-;/-;(IIり壁腰石が遺＃するのみで石奎型式は不11/Jであるが斯

部構造は持たないと息われる。奥咽は方形の大形は平石材l石を立て、側味もIJJ様の大形石材

2石を配する。奥収、 側喰の」：端i，・りは同じで約1.8mを測る。床10iには径20-30匹の転石を敷

く。(J!lj璧からハの・,:彩に1り！く石列があり、前庭側吠と．息われる。全北約3.4m.五当糾はl.7m

を複tiる。

ST02は玄1"1から俣道にかけては農道により破壊され玄室のみ遣付・する。石室型式は特定で

さないが~ij袖型であると推定される。 玄室平1f1i形は長方形で．奥壁は l 石からなり、両袖岐は

}jlf: 多みi材を楼石として配する。比には9云石を敷さ詰める。

ST03はll'-屯両l!l!'.11で全艮約Sm、玄室此2.7m, 玄室船約2mを測る。膝石のみ遺存しST

01、ST02に比べ,fcj材は小形である．玄玉から狡迅床面には9云石を敷く 。

出_I.:迅物はST02から耳m2、ST03から耳m2、須必器が/II土した。ST03/Jl士の須思岱

は7世紀代の所産で追葬時のbのであろう 。この他ST02・ST03からJi.f合塔、宝桜印序がII',

Kしており、 中ilt段附で石玉が再利用されたとサえられる．

I)ぶ卜之治 (1968): 龍£崎古項罪佐買l¥!教f1委rt会．

＊下之治 (1975): 龍王A.1古項群第六-1,・項．祈郷 1:311.
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I. 逍跡全枯（西から）

2. 遺％全は（洒から） fヽ―I:から
3. STOl,1,JJI (Kl: から）
4. ST02古墳（其 I・.から）
5. SY03古Jtl(北西から）

6. ST03, じtn(t:t l:iから）
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19. 梨川内村前遺跡（略号 ：MUM) 

遺跡の所在地

fliil叩梨川内字村前

悶資体者

唐津市教行委R会

閲査刃HIii

平成5年6月-911 

閑究面積

1,500m' 

遺跡の慨要

図42 梨川内村前遺跡位ぽ図 (I/25.000) 

梨川内村前i遺跡は、佐muの北西部、上場台地と称される第3紀世花湖府を碁盤とし、数期

に渡る喰出の紀呆形成された熔岩台地上に位沢している。梨川内村1府遺跡はこの東松浦熔岩台

地 (el高15-0-200m)の1ti部の開析谷奥に延び/JIす丘餃上に立地する。遺跡の周辺は．松浦川

と1i浦川の分水嶺の谷が入り込んでいて、南北籍の台地上に向かう交通の淡路となっている。

遺跡は、有ii!iJIIの上流破、東松浦半島の分水敬から西方に澁れ出る枝状河川が没食した小盆

地の述なる束i♦i沿地区で、ば高I00- 120m に位沼する。 I叫斤谷は上部からの玄武岩凪化州、 IE

r;.1岩風化約の浪入によ って成立した状況を示している。こうした枝状1叫l析谷の湧水点）月辺には、

分水嶺の市側では縄文時代晩期の遺跡、高峠迫跡等が点在し。小河川に沿っては西ノ吹迫跡、

丸尾這跨守、弥生～古墳時代の遺蹄も知られるようになった。 梨）II内村Tiii泣隊の約500mmには

小・I・古窯跡が所在する。

梨川内村iiり遺蹄は南北2地区に分かれ、それぞれA地区、 B地区とした。

A地区では、紐約30cm、深さ（残存深）約25cmで東西に延びる溝が1条、土漿状迅lil'/9必を

確認した。旧石苔時代の遺物は、溝迫構とその西開の包含附から細石ガが数点出土し、縄文時

代の遺物は石鏃、スクレイパー等が出土した。また、弥生時代以砕の土苫や古）m.11<小十）等

のf~J;·等が出土した。

B地区では、 w灰色粘J:層から縄文時代晩期のドングリ貯蔵穴を 9基検出した。 ドングリの

保＃状態は良好で、 ドングリのほかにも縄文晩期の土沿． 、及紬 4cm強の石銭がIll土した。この

B地区のw灰色枯土はIり］治期頃まで瓦JJJ粘七採士が行われたようで、数団に渡る採七痕が検出

できた。また表土揺削の時に「菊池土面」の掛跡がある木片が出土した。

本遺跡からは.Ill石沿時代から近11tに王る逗物が出土した。梨川内地区の水Illで深Illと.. tゎ

れていたところは．軟弱な地位の粘1囁いであり今でも翌1:c.な初水があり、縄文時代においても

ドングリ貯蔵穴としては最適地であったようである。ドングリ貯蔵穴は、硲峠迅躇に猷ぐ発兄

となり、今(iiiの潤1ilX:は集沐遺構に近接する位i11に当たることが推定できる。
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20. 枝去木山中遺跡

遺跡の所在地

flf津市枝去木

潤査主体者

店m,n教'ff委n会

潤査期1111

平成5年9H27El-ll月29EI

潟査面積

104m'(){.!!ti面積625m•)

遺跡の概要

図43

枝去木山中遺踏は、東北西を低斤．陵に挟まれた小谷が入り込んだ奥の南東向き緩斜面の楼硲

135-140mの所に位沢する。この小技状谷の1♦l東50m地点には良好な湧水点があり、島部地区

の湿地岱をn通する浦）IIの源流の一脈となっている。今回の江l1t区の束側では昭和58年に関査

が行われており、 3群に分けられる石笞應11分布桟が確認された。また分布Hがi/LII本的広が

リをもつ局部的製石沿がIll土している。

獣l査は迅詐を挟んで束傭を第 1地区.iflifl!Iを第2地区として実施した.i3/.J1i.範1ll1が迅路に沿っ

て糾l長く延びているため、掘り下げると道路I叫坑の恐れのある箇所を渕査対象外としたため渕

森i面積が対象而栢に比べてかなり狭くなった。その中で比較的広い面梢が確保できた第 1地区

を・t眼に潤査を行った。団査は耕fj,_[:を餘くとすぐに旧石召時代の面と芍えられる包含府を検

I l l した。これより数cmずつ移植ゴテで、礫が浪入する最-F~のレベルまで拙り下げた。第 1地

区北側から窃い密度でIU石岱時代の道物である乳耀石和1片、ナイフ形石岱，台形石召杏を検II',

した。また製査区市O!Iでは集石状に礫を検出した。この範1!11はかなり I宮に掘リドげたが人ぬ

的なものであるこ とは分かったが、製査区外に広がるため性格の断定には至らなかった。また

中央付近では時期不明の焼土漿を検出した• 第2地区には確認のため 4カ所のトレンチを入れ

たが盛：t~tが邸くなったため危検防止のため途中で潤究を晰念した。

今回の曲査によって｀第 l地区より硲い密度で石協分布が確かめ られた。そしてll'il!'Iの湖査

で確認された石器の集中分布域が今阿の潤査区まで拡大することが確認できた．また集石状既

群については性格は不明であるが、石岱集•I•分布械からある程度距雌をおいて i地しているこ

とは、この追構の性格を示す何らかの意味があろうと:IJえられる．

-88-



枝l,木Lli • I•遺鉢潟介状況

巣石状環群検出状況

1l:t1i.l><'. 北情石沿r.tl食出状況
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V. 総 括

平成5年度に実施した哀菜甚槃整偽11,菜に係る文化財調花のうち、確認湖査については佐11

東部地区で鳥柄市 ・ •I•原町 ・上畦町 ・千代山町の Iiii 3町の計7地区、佐伐西部地区では佐双

市 ・}lll,11)町 ・多久市 ・小城町 ・三＂月 町 ・i炉士町の 2iii 4町の計16地区、佐r,m部地区で武雄

ifi・1i明町の 1市）町の:it2地区、佐双北部地区で西:/.j田町 ・相知町 ・浜玉町の3町の計3地

区、佐買上場地区で玄海町 ・肥jjij町 ・呼子町の3町の計4地区において実施した。対象となっ

た事菜はl\l営圃場整偏事業やJ\I営畑地岱総合土地改良JJ•菜等がビークを過ぎ、それに変わって

中山In]地械哀村活性化総合整t炉I•棠などR村甚槃整即It菜が増加する矧向にある。また当該年

jJ1:は確認詞査の対象とならなかったが．伊Jj見地区の国岱111lffi1Ji粟や林道1開設事業の協議件数

が培加しつつある。筑後川下流用水事菜については佐n市及び三田川町について確認潤森を実

施した。

発拙潤査（＊潤究）については佐れ束部地区は．恥柄iii・中原町 ・上蜂町 ・千代田町の10辺

跡、佐N西部地区は佐t'lili・三n月町の5追翔、佐買南部地区は北方町 ・布191町の2遺跡、佐

奴上場地区はJ/1・津市の2遠防について実施した。

以下、確認関査については地区ごとに、発褐潤査については時代ごとにまとめる。

◎文化財確認虞査

(1) 佐賀東部地区

秘栖市の、11栖北部地区 ・恥栖西部地区、 'i•ltl町の中厭北部地区 ・中9且fli部地区、 K峠町のJこ

峠北部地区．千代Ill町の佐双束部地区千代Ill工区で迫跡の+i-在が確認できた。

氏栖北部地区は、筑紫氏の居城である勝尾城等の城下町域にあたる地区で．硫此潤査の結果、

中世の遺構 ・追物を確認した。この城下町地区において1引阿届神社は古くから知られた古社で

あり、この神社に近接した地区で発兄された遠構はこうした歴史的脊殺の中でクえても興味が

もたれる。なお、この遺蹄群は従米周知されていなかった遺跡で、新たにl'Y阿届迫跡として登

鈍した.! ふ柄西部地区は、平成 4年度に確認覇在を行った地区であるが、」：物の状況等から確

認躙査が不十分であった地区について確認潤査を実施し、遺跡の範雁を確定することができた。

なお、確認できた迫跡は古JJ'1時代 ・中世の集落で、一部占頃が存在する可能性を示す知兄が掛

られている。中原北部地区では古JJ'1時代を中心とする集落の存在を推定させる追構 ・滋物が確

認できた（野副遺跡）。中fJi(南部地区の西寒水地区では弥生時代•I•期を中心とする集落がまと

まって確認でさた。寒水地区の段丘面から沖積部に移行する地点での集落で、遺跡の立地につ

いて興味ある沢料を得ることができた（丙寒水七本柳遺跡）。上峠北部地区では平成 ・1年度に発

掘糾査を実施し、奈良時代を中心とする集硲の潤査を終了後、 地IL鴻削中に数）i年前のものと
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息われる自然追物Mが確認され、九州m石器時代のar.俎刃坑を復元するうえで頂疫な沢料とな

る可能性があり、上峠町が実施した発揺潤査に対し．その保存等に関する濁整を行った（八藤

辺跡）. i・ 代tu工区では、中近lltの哀濠集落の一部を確認した。この集tJi跨は現犬rit本村集裕の

前身をなす 1.,のとゥえ られ、当該年度に発掘潤究を実施した隣校地区の:l!ltt所兄と1わせて｀集

浴変遷を巧える うえで~.重な沢料になるものと息われる (,t;:村Ii. .+消P遺跨）．

(2) 佐賀i!!i部地区

佐只市の久保泉西部地区 ・久保泉面部地区 ・金立北部地区 ・金立it]部地区 ・巨勢地区、 三I]

)・l町石木地区、多久,Ii西ノ谷地区で迅跨の存在が館認できた。久保泉西部地区では 1カ所のト

レンチで土漿・小穴の什在が確認されたのみで遺跡の性格吟・は不明確である（藤附遺餅）。久保

泉南部地区では、弥生時代,,,期、古IJ't時代．平安時代後期を中心とする集落の存在が確認され

た。遺跡は微谷状地を挟んで両J;lにまとま って確認され｀また遺物のJ,tも多い（下和泉一本fl1.

遺路）。金Sr.北部地区では古項時(¥';-中世の集沼が確認できた。確認地点は数箇所に分かれるも

のの全体でlO,OOOm'に及ぷ遺跡である（莉宮IJ応遺跡）。 金立m部地区では古代ー•J•·I":にわたる集

蕗が確認できた（西千布遺跡・友J'i遺跡）．巨勢地区は従米1/.J知の埋蔵文化財包祓地は存在しな

かったが、糾究によ って弥生時代・中世の集裕が確認されたな義は大きい（修理Ill遺跡）。多久

,,, 洒ノ谷地区には従米周知のJIJ(,il!文化財包蔵地は知られていなかったが、覇査の結栄、縄文時

(¥: 晩期の迅物、中世の集落が確認できている（西ノ谷迅跡）。三13月町石木地区の糾代は史跡・I・.

生迫跨に隣接する地区にあたることから潤究の内容が注~I されたが、推定通り\';!:'じ時代の追跡

の広がりが確認でき、また西の範圃を知る.:とができた。なお、このー［事は平成5年度工事地

区内であったため、届1年度中に発椛悶叫行っている (j:生A遺跡）。なお．遺跡ではないがIll

副町川副北部地区で水路IIJ面に箱認でさた且附は有11/J海沿Ii!地械に形成された貝塚の立地亨を

サえ るうえで飩昧深い．

(3) 佐賀南部地区

和リ1町の深浦地区で迅跡の{f-(£が確認できた。 確認できた遺構は古頃H~である（龍：［峠古

項群）。横穴式石室を主体とする後期古項と思われるが、かなり破埃を受けている。

(4) 佐賀北部地区

当該地区では遺跡の｛樺：は確認できなかったが、沢予町浜崎山部地区で上地改良>I•業以iiりに

迅跨が＃在した可能性を示す所兄がi'.>られた。

(5) 佐賀上場地区

当該地区で遺跡の~（{在は確認できなかったが、玄海町却俎地区 ・ 肥1Fi町中浦地区での計,,,;,地

内の確認詞査によ って流れ込みによると息われる.f'i笞 ・鉗J/'r等の/1¥」：状況からその付近に遺跡

が存在する叶能性を芍える沢料を得ることができた。
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(6) 筑後）II下流用水事禦地区

三Ill川町三叩 11中部地区は従米問知されたJ!IU磁文化財包蔵地ではなかったが、弥牛時代'I:活

道構に伴うものと．思われる料1が確品できた（田手二本松道路）．

◎文化財発掘調査

(1) 1B石雑時代

わがn本列島において．人類の生活がいつ頃から始ま ったのか、まだ定説と はわれる数字が

確定してはいないbのの．数十万年前に逆上ることはほぼ1111違いがないだろう.'8城 Ill築館町

ぶ森滋耕；l',-lc. の石岱は約50万年前のbのと訂われており．岡町上邸森遺跡のそれは40/j年前と

団われている。つい最近ではIll形II!尾花沢市袖J点迅跡で30万年1府のみi?.ふ群が確認されたという

報道に按した．九州でbぶ崎県）II南町後牟田這跨や福岡II!北九州rl,iJ:[U遺踪で3万8千年ー4

万年Iiりを逆上る石岱や焼石の出土が報告されており、これらが7-9)j年Iiりまで逆上る可能性

をbつことをウえ合わせると、従米芍えられていた以上に古くからII狂i岱時代人の足跨が九州

の地に残されていることが1り1明しつつある。こう した“人類＂の文化の復元作業にと って、彼

らを取り巻いていた生活田壌の復元b凧要な作業である.::.とは呂う までbない。上峠町八藤追

跨で見つかった阿蘇火砕流によってなぎ閃された森林や生物化石は、火山列んであるn本の姿

を今に伝えるのであるが、そういった現j!(1!りだけでなく、約 g)j年前頃のl[l,fj沿時代人を取り

なく自然哀況を知るうえでまたとない沢料を提供できたものとはじる。八籍辺跡がしたらした

評filiはこれにJI:まらない。この「太古木」報迅以後．九州全J戌で同種の報道に接する機会が多

くなった。l¥ff'-lでも、八直迫跡発兄後まもなく、餃西町打1こで1::場台地にぶ武宕台地が形成さ

れつつある時期の巨木を件う生物化石群が発兄され、ほどなく婿野町、布士町でい五木のIll土

が伝えられた。これらの報道は、おそらくそれ以jjりには全く注双されずに咲滅していったもの

が多かったことに息い至らされるのである。

北部九州におけるIFI石沿時代の拠点のひと つである上場台地で、今年も当該期の;}i,ltiが行わ

れた。 枝去木Jl」ヽI•迅跡は昭和58年に行われた改査地点の隣接地について濶査を行ったが、良好

な包含州、迫物集q,が確認できた．同じ<le. 場台地の梨川内村1i•l遺翔でも細石刃を含む包含肘

が確比できた。

(Z) 縄文時代

十数年1iilまで、限られた地牧において、這物/JI土のみの報告が多かった佐t(平野において、

集石などの迅構を伴った潤査例が頻黛にIUJかれるようになってきた。これは偶然の結米という

だけではなく、遠楕としてと らえようという問題：Q:認がなせる部分しあるように感ぜられる．

縄文時代の迫構は．農菜碁牲整備"'菜に件う 2X2mのまばらなトレンチによる機械的な蹄認

潤査方法ではその把捉は非常に困難と．思われる。しかLその把姐を可能にするのは1問題：C識の
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持ち様であろう ．

今年度の潤査でり消できるのは,.•t津市梨川内村前遺跡で確認できたドングリ貯蔵穴 9 基で、

本文で指摘されているように、,.. , 市必絲迅跡の例も含めドングリ貯蔵穴の立地に関し挟味ある

デークが得られている。 本,~1は晩期のものであるが、洒布m町坂ノ下遺跡の,,,期末貯蔵穴の立

地と共通する部分bあると息われ、系培論としてもおbしろい。遺物としても長輪 4四弧のみi

鏃 .J::l:, が出：I:している。

i幻＇（平野の方でも 、4源前Ill遺跡で平期（行畑式）の集石、孫左エl"l塚迫跡では・r,t紺1-l<の」:

痰が確認されている。 このほか、八藤遺跡で縄文時代のものである•H箆性があるJ.:~. 11118古

項群で,,,期～後期」沿ふ 立石迅跡で晩期土岱の11',:1;をみており、佐!tilifHU遺跡でも縄文・I:沿

のIll上が報告されている。

(3) 弥生時代

W.t'(平野においても．弥生II.~代は歴史的に ＂両期的＂とよばれてよい時代である。弥生時代

より前の時代に. ~JUI] · Ill麗部や洪積台地上に展1111 していた人間の生活場所が沖積平野部まで

艇開し始め、やがて現代までつながる兵村集硲としての基礎が形成される時代にあたるからで

ある。佐!'(平野においても っとb初期に弥生時代集落と して史跡指定された「」、ソI,遺跡」の隣

接地が潤査されfぷC味は大さい。佐ti平ff西部における拠点集落とmされてきた」；生遺跡もそ

の具9本的様相については和JIなことが多かった。 しかし今巨1の関介を初めとするここ23年の武l

衣で．改めてこの迫跡が持つ誼要性に対する再認益が追られるようになった。また整理(¥l要が

辿むにつれよリ具9本的な集沿9象が明らかにされるであろう。佐n市の渕這％（中期）い従米知

られた泣勝ではなかったが.fttt平野内陸部平Jll低地のR業集落の形成をゥえるうえで．地破

的空(cl部を埋める炊科となるだろう。平ff東部の洪積台地緑辺部における洒寒水七本開迫跡 ・

係1i:エ1"1塚遺跡 ・ 石井一本松追跡で弥生時代•l•期を中心とする集裕辺構に関する沢料の苓積を

兄た。この地l,llは洪積台地上に当該期のq,心集落と名え られる原，•;·ti遺跡群 • 町ili遺跨を控え、

また今同潟査地成の東部の北茂安町北部地区で多数確認されているw鉗製品群の浙持母体をク

えるうえでも沢料の桁積が沼まれているのである．このほか、佐t'i市友(i迫跡ても数1面の文化

杓故 fMで,,.. 期の泣構 ・遺物の出：I: をみている Iiか書 !.~t和Ii牛l点前田遺跡でj]ijJJJ 末～ヽ,,期初碩

の滋物の出土が報告されている．

(41 古墳時代

今Iii!特珠できる当該期の巣落としては、 ,!;l(I時代後期～奈良時代にかけての集裕が確認でき

た秘栖iii牛Jfi.1iWJ泣跡の成果であろう 。i/11査対象地区が追％全(,t,:規模からクえれば一部にしか

過ぎないにbかかわらず65軒以上の翌穴住居のはか．掘立柱娃物客が占森されており、平成3

年炭からの牛ir.i,i;im遺跨などを1,11-地域にl災開する集沿とクえれば大規段集沼という名辞にふ

さわしい集落であろ う。 また同時に隣接した地9投で古頃の潤査b行われており．集落構造を打
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える」：で頂要な沢料となるものであろうし 一般に古tn時代後期としてまとめられこの時期の

集落が古代前期においてどのような分布をたどるのかを与えるうえでも非常に典味がもたれる

のである。このことは',1,i点町係左エ1"1塚遺跡や石井一本松泣跡で確認できた前期及び6世紀

後中から 8 世紀の集落についても同様である。 いまやこうした潤査結果は、歴史的1-Y梨•も含め

て芍える必要があるし、それが可能な沢料の祈紐が徐々にではあるが行われていると訂えよう ．

また西寒水四本柳迫跡の 7世紀iiii'ドの水辺祭祀の可能性の指摘は、全国的にも調査例が崩えつ

つある水辺における先人の祭祀活4カに関する知兄に新たな沢料を加えることができた。

有明町屯ーモ崎付近は同名古墳群の朗査以米．盆名の殷味を集めてきた地成である。報文にも

あるように、この地破の古項群の多くは各種開発により十分な潤究が行われないまま壊滅して

いったものと息われる。今阿 3基の古項が潤究対象となったが、これらもかなり改変を受けて

いたものである。しかしそうではあるにせよ．今l!!Iの潤査で得られた沢科は、当地域の古項文

化をゥえるうえで直要なしのであることに変わりはない。

(5) 古代（奈良•平安時代）

前項で上げた牛IJ;(111iffl辺翔、係左エl"l塚這跡、石11'-本松遺跡のほかに'ir.石追跡.1hlII古

項群、行宮八幡神社迫跡、八藤遺跡、 jぷ'I迫跡、大洒届敷這跨などで岡査が行われている。こ

のうちいくつかは平安時代後期から鎌介時代へと連綬する遺跡である．

立石追跡は．沼）II両岸における届状地地区の農菜基槃笠紺事業に件う一述の~!査の中でとら

えられる。平成3年度の沼川左岸の惣楽辺跡、 4年度の立石遺粉でbこの9-I011t紀の艇裕が

確認されており、遺構の絹密はあるものの比較的広範Iii!に集裕が広がることが必えられる。八

藤這跡は平成元年度から 5カ年に及ぷFoll丘絞Jヽ．の潤究が終了した。この八藉遺跡の関森では奈

良一平安時代の掘立柱建物群、道路｀火葬硲などが見つかっている。紺 Gmの道路痕跡は堤土

塁と呼ばれるこれまでJll途について議論があった施設の.t.に直結する bので、佐n平野の古代

交通路研究に新たな問題を伐議した。この道路痕跡は中JfJ町莉宮八幡神社遺跡まで3km以上に

及ぷ直線道をなす可能性もあり、注目できる遺構である。もしこの道が古代佐伐平野の甚本線

をなすものであるならば、この道に隣接するこの八藤遺跡の娃物群は律令期の集浴形懇を芍え

る煎要な沢料となろう 。 牛原l]i]f_[J遺蹄ではまとま った bのではないにしろ、［田製四耳壷、 IJt~:

紀の木棺袋など注目できる迫物 ・遺構が疏認されており．今後の沢科整理が待たれる．

(6) 中世 ・近世（鎌倉以降）

この時期の潤査は、牛/J~iiiilll辺践、若宮八幡神社滋跡、洒寒水四木樽迫跡、西寒水七本柳滋

踪、本村:Ii.本柳遺跡、 ma遺跡、友l"l追跡、大西柑敷遺跡、 if)J&1l1這跡で行われた。

牛原前Ill遺踪は、 中世筑紫氏の拠点地械である勝尾城下の谷11を剛する地J戎にあたる。中tit

集裕研究において、こうした城下集裕と一般巣浴の関係について詳細な潤査を行う頂要性が特

に近年指摘されるようになってきた。Iふ栖市においては、別に勝尾城下の糾森も平行して行わ
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れており 、今回の関査なども諏要なR料となってくるだろう。あわせて裕地の存;(1'が確認でき

た心味も大さい。西寒＊四本柳、西寒*~!::本撓遺跡で確認された鎌倉時代の集裕は、溝を伴う

集落として注目できる．現在佐双平野の各地においてヽ ,,世集落の潤査が行われるようになり．

集落構造や歴史的背袋の中でその位沢を探る試み b行われるようになってきた。後,r,・で確認さ

れた鉄滓、焼石を伴う こI:被の性格も興味がもたれるが、佐双平野東部地J,&においてこうした,i,

世集硲に1関する沢料が削加してさていることは純枠に,JJ-~;学の問題としてとらえる限り喜ばし

ぃ．佐買平野低平地の中Ill:集酒をウえるうえで応濠集沼の問題は追けては通れぬUiJ題である。

今年度も本村五．本柳遺跡においてこの沢料を得ることができた.m沿集硲に関する沢料の附加

とともに今後こうした集落を要荀した社会背係や集裕の展開過程の中における四深集tfiの位沼

付け、 JJ;lj岱集落そのものの構築構造や構築方法 ・構迅変遷など残された1::1叫も大さい。こうし

た現在の形態として四濠北硲としてとらえられるものの潤介のほかに、古代末から,,,世Jjij期の

巣落の潤1i.はこうした,~渭平野低平地の巣落について考寮する際、非常に頂要な沢料となって

きている。いわゆるク I/ークとよばれる巨大な溝渠が形成されるようになるまでの集沼変遥に

ついての名察においてこうした集面のw-11査沢科は欠かせないのである。その双味でb、大西届

敷迫跡の芯査は典味ある沢料である。友ti遺辣の渕査は、こうした,i,lit集硲の潤査において文

献との沢科比較が可能であることで煎婆な意義が認められる。今回は残念ながら古文¥1fに示さ

れる年代と密接な整合性は認められなかったと報告されているが、そうしたことがな味するこ

となど、新たな問題提犠が行われたと言っていいだろう。勇猛IIJ遺跡の調杏．な義については本

文の,,,でやや触れたつもりである。 JU内で中世山岳寺院の製査は、伊）i毘,tiiJJン寺遺跡、東布

飯村盆1111寺蹄などで一部行われたことがある。また山岳仏教に関する潟究は'ff扱11Jltl経塚群の

調令が知られている．近年になってからは仏教関係の遺物 ・迅構の泣lti.例がややlltlかれるよう

になった。神埼町城原三本谷肉遺跡では卒塔婆群の/I',こ1・.が報告されているし、久保fFI町後藤館

跡ではおそら <•1沸：西持伐関係の俯の経地とクえられる五．鈷杵を出J葬した袋地が確認できた．

また各地の潤査報告行で五給塔など石造物が報告されることも多くなった。しかし中近世硲地

そのものを1',:I査対ぬとする：'2,哉がまだそれほど硲まっていない現状はあるように息える。 1）猛

111遺跨岡査担当者として奮これらの沢料を整理する濶w.n自身に課せられた課題の大きさに身

辣む息いも感じている。

なお、今阿の調査では時期の特定はできなかったが、 1111.fl古頃群における石敷辺構の確認は

今後類例の増加に待つことになると、息うが、興味深い沢料である。
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